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菊池市の家計簿～平成 24 年度決算～
Pick up Information

出張！なんでも鑑定団 in 菊池 観覧募集
菊池市合併 10 周年記念事業

「ふるさと自慢うた自慢」放送決定！
収録完了！

第33回全国さくらシンポジウム in 菊池
日本一の桜の里を目指して

平成 26 年菊池市消防団出初式
菊池を守る人々の競演

平成 25 年度菊池市成人式

二十歳の誓い

市県民税・所得税申告のしおり

菊池人
宮本恵里さん

つどう・つながる・つなげる新しい協働のカタチ

域学連携

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1/26 1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 2/1

第8回奄美物産
フェアー�
～28日まで
市内第３セクター
５施設

2
泗水町内一周
駅伝大会
9:00 ～出発式
孔子公園
菊池市女性の会
チャリティー

「初春の集い」
13:30 ～七　公

3
健康相談
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

4
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

5
すくすく講座�
10:30 ～児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
各種証明書
交付窓口延長
～20:00市民課

6
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

7
第11回菊池わいふ
のひなまつり
～3/16まで
菊池夢美術館ほか
3・4 カ月児健診
13:10 ～ 13:30

（受付）西部セ

8
菊池源吾に学ぶ会
9:30 開場
10:00 開演
七　公
しすいっ子童話会の
「おはなし会」
11:00 ～泗　図

9 10
育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談
9:30 ～10:30

（受付）菊中公

11 12
すくすく講座�
10:30 ～児童セ
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
各種証明書
交付窓口延長
～20:00市民課

13
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

14
３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）旭　公

15
おたのしみかい
10:00 ～菊公図
旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
市民講座「夢をか
なえる整理術パー
トⅡ」�13:00 ～
菊中公
古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

16
おたのしみ会
14:00 ～泗　図

17
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）旭支所

18
おたっしゃ相談
10:00 ～11:30
老人福祉センター
年金出張相談
10:00 ～15:00

（要予約）菊中公
認知症サポーター
養成講座�
14:00 ～15:00
菊中公

19
すくすく講座�
10:30 ～児童セ
各種証明書
交付窓口延長
～20:00市民課

20
行政無料相談
13:00 ～16:00
泗支所
新米ママの子育て
おしゃべり講座�
13:30 ～西部セ

21
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）旭　公
男女共同参画
専門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公

22
第5回菊池市
バレーボール教室
9:00 ～
七城体育館
きくちおはなしのもり
「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
しすいっ子童話会の
「おはなし会」
11:00 ～泗　図
第17回菊池
まちづくり道場�
19:00 ～レトロ館

23
軽トラ朝市
7:30 ～11:30
迎町・中央通・立町
菊池市地域福祉
フォーラム
9:30 ～泗　ホ
第5回菊池市
ボランティア交流会
13:30 ～泗　ホ

24
健康相談
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
納税相談夜間窓口
�28日まで
～20:00　税務課

26
弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
すくすく講座�
10:30 ～児童セ
各種証明書
交付窓口延長
～20:00市民課

27
認知症介護
家族のつどい�
13:30 ～ 15:30
菊中公
もの忘れ相談�
13:30 ～16:00
菊中公
2歳児歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）旭　公
新米ママの子育て
おしゃべり講座�
13:30 ～西部セ

28

25
育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
第2回
音楽文化講座�
13:30 ～菊文館

3/1
第2回菊池市伝統
文化こども大会㊲
13:30 ～開会
泗　ホ

3/2 3/3
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

3/4
６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

3/5
すくすく講座
10:30 ～児童セ
各種証明書
交付窓口延長
～20:00市民課

3/6
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
新米ママの子育て
おしゃべり講座�
13:30 ～西部セ

3/7
3・4カ月児健診
13:10 ～ 13:30

（受付）西部セ

3/8

▼
今
年
は
５
７
６
人
の
新
成
人

が
菊
池
市
に
誕
生
し
ま
し
た
。

晴
れ
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
祝
福

を
受
け
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
き

ら
き
ら
と
輝
く
新
成
人
た
ち
。

友
人
や
先
生
と
の
再
会
に
歓
喜

す
る
姿
を
微
笑
ま
し
く
眺
め
て

い
ま
し
た
▼
成
人
式
と
言
え
ば

す
っ
か
り
遠
い
昔
の
出
来
事
の

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自
覚
が

足
り
な
か
っ
た
せ
い
か
、
当
時

は
大
人
に
な
っ
た
実
感
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

に
は
後
に
続
く
後
輩
た
ち
に
胸

を
張
れ
る
立
派
な
大
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
▼
皆
さ
ん
は

「
２
分
の
１
成
人
式
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
10
歳
の
節
目
を
祝

う
イ
ベ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。
気

付
け
ば
も
う
す
ぐ
２
回
目
の
成

人
式
。
２
分
の
１
が
あ
る
の
な

ら
、「
２
倍
成
人
式
」
が
あ
っ

て
も
い
い
の
か
な
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。　
　
　
　

野
中



今月の表紙
平成 26 年菊池市消防団出
初式は１月 19 日、菊池市
多目的グラウンドで開催さ
れました。表紙は、通常点
検を披露する福本保育園幼
年消防クラブの園児たち。
冬の寒空の下、号令に合わ
せて「はい！」と返事をす
る子どもたちの元気な声が、
グラウンド中にこだまして
いました。

（関連記事 22 ページ）

12 月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：50,795 人 － 6
男　性：24,436 人 － 7
女　性：26,359 人 ＋ 1
世　帯：18,411 世帯 － 17

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,665 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 29,525 人 58%
65 歳以上 　： 14,605 人 29%

賞状と記念品を手に笑顔を見せる古閑さん

Contents ～今月号の掲載項目～

古
こ が

閑詩
し お り

織さん（七城小６年）
全日本小学生女子相撲大会で３位

　第 16 回全日本小学生女子相撲大会が 10 月 27 日、兵
庫県姫路市で開催され、熊本県代表として出場した古閑
詩織さん（七城小６年）が、6 年生 50㎏以上 60㎏未満
級で３位に入賞しました。大会には全国から小学４～６
年生約 80 人の女子児童が出場。古閑さんは県・九州大
会を上位で勝ち抜き、自身初の全国の舞台で３位入賞と
いう快挙を達成しました。
　地元相撲クラブの七城相撲愛育会に在籍し、いつも男
子選手を相手に稽古に取り組んでいるという古閑さん。

「相手はみんな強かったけど３位に入賞できてうれしい。
また全国大会に行きたいです」と笑顔を見せました。

３ 菊池人
宮本恵里さん

４ つどう・つながる・つなげる新しい協働のカタチ

域学連携
８ 菊池市の家計簿～平成 24 年度決算～

10 市県民税・所得税申告のしおり
12 平成 25 年度菊池市成人式

二十歳の誓い
14 菊池市合併 10 周年記念事業

出張！なんでも鑑定団 in菊池 観覧募集
15 「ふるさと自慢うた自慢」放送決定！

第33回全国さくらシンポジウムin 菊池
16 TOPICS（まちの話題）
22 平成26年 菊池市消防団出初式
23 国民年金情報
24 健康だより

健やかな妊娠と出産のために大切なこと
献血にご協力ください／歯ッピーキッズ

26 文芸きくち／図書だより

28 シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです

30 情報つう
▼お知らせ
感染性胃腸炎の流行の季節です／介護予防ミニ講座／乳児健診の
日程を変更しました／スポーツ安全保険に加入しましょう／菊池
市奨学資金貸付の申請を受け付けます／菊池環境保全組合への菊
池市全域加入が決定しました／毎週水曜日に各種証明書の交付時
間を延長しています／ウナギを捕ることは禁止されています／排
水溝は河川とつながっています／軽自動車の廃車・変更・移転手
続きはお済みですか？／家畜の種類 ･ 頭羽数などの定期報告が必
要です／菊池市の放射線量／大学通信教育合同入学説明会／公共
事業入札の公表／自立を応援！たまな若者サポートステーション
▼募集

「新米ママの子育ておしゃべり講座」参加者募集／平成 26・27 年
度小規模工事等契約希望者を募集します／保育園で働きたい人の
人材バンク登録者募集／㈱東京ドームスポーツ主催ジュニアバド
ミントン教室／市民講座「夢をかなえる整理術パートⅡ」受講者
募集／幸せさがし「合コン」～パート 29 ／国有林モニター募集／
ＮＨＫ学園生徒募集／ちびっこ探検学校ヨロン島参加者募集／弥
護山自然体験教室参加者募集
▼相談・講演講習
認知症介護家族のつどい／もの忘れ相談会／こころの相談／納税
相談夜間窓口を開設します／身体に障がいがある人のための相談
日／特定テーマごとの労働相談／あなたの起業や会社の経営改善
をサポートします／第２回音楽文化講座／認知症サポーター養成
講座／耐震対策講演会
▼イベント・市民の広場ほか
第２回菊池市伝統文化こども大会／菊池市認知症市民フォーラム
／第 17 回菊池まちづくり道場／第８回奄美物産フェアー／すくす
く講座／市民の広場／ハッピーバースデー／休日在宅当番医

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7252

　「実は私、練習が苦手なんです」宮本さんは打ち明ける。意外な言葉に
首をかしげると、「基本的に不真面目なのかも」とお茶目な一面ものぞか
せた。平成 16 年の第 45 回熊本県新人演奏会出演をはじめ、平成 24 年
の第 27 回八代青少年音楽コンクールではグランプリを獲得するなどの実
績を持つ。現在はラスカーラ・オペラ合唱団（熊本市）と菊池市民合唱団
に在籍し精力的に活動中だ。「いつか菊池市でオペラを開きたい」と夢を
語る宮本さん。「市民の皆さんにオペラやクラシックをもっと身近に感じ
てもらえたらうれしいですね」と目を細めた。

菊 池 人
声楽家

宮
み や も と

本恵
え り

里さん（31歳・長六）23

歌
っ
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い

苦
し
い
と
き
が
あ
っ
た
か
ら

今
を
楽
し
め
る
ん
で
す

　

優
し
い
音
色
に
誘
わ
れ
て
訪
れ
た
古
民
家
。

そ
こ
で
歌
っ
て
い
た
宮
本
さ
ん
は
、
オ
ペ
ラ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
童
謡
・
唱
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
美
声
を
届
け
る
声
楽

家
だ
。
と
き
に
は
優
し
く
、
と
き
に
は
力
強

い
歌
声
で
観
客
を
虜
に
す
る
。

　

宮
本
さ
ん
が
音
楽
の
道
へ
と
歩
み
始
め
た

の
は
３
歳
の
と
き
。「
祖
母
の
勧
め
で
ピ
ア

ノ
を
始
め
ま
し
た
。
あ
ま
り
上
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
け
ど
ね
」
と
笑
っ
て
話
す
。
小
学
３

年
の
と
き
に
担
任
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
、
き

く
ち
童
謡
唱
歌
祭
に
出
場
。
以
来
毎
年
出
場

し
続
け
、
中
学
で
は
最
優
秀
賞
の
宮
本
ト
ミ

ヨ
賞
含
む
３
度
の
入
賞
を
果
た
し
た
。
そ
ん

な
宮
本
さ
ん
で
も
、
最
初
の
４
年
間
は
本
選

出
場
さ
え
叶
わ
な
か
っ
た
。
当
時
は
「
続
け

て
も
し
ょ
う
が
な
い
」
と
感
じ
て
い
た
と
い

う
。
そ
ん
な
と
き
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の

が
音
楽
の
先
生
だ
っ
た
。
自
分
の
歌
に
自
信

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
声
楽
家
へ
の
道
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
歌
曲
や
オ
ペ
ラ
を
学
び
、
菊
池

高
校
か
ら
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
へ

進
学
。
卒
業
後
は
神
奈
川
県
に
あ
る
公
益
財

団
法
人
日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会
オ
ペ
ラ
歌
手
育

成
部
に
入
部
し
た
。
厳
し
い
練
習
の
日
々
で

涙
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、宮
本
さ
ん
は「
自

分
で
選
ん
だ
道
。
辞
め
よ
う
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
き
っ
ぱ
り
。
そ
れ
で
も
壁
に
ぶ

つ
か
り
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
故

郷
の
恩
師
の
励
ま
し
に
救
わ
れ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
今
の
自

分
が
あ
る
と
い
う
宮
本
さ
ん
。「
頂
い
た
チ
ャ

ン
ス
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
を
磨
い
て
い
き
ま
す
」
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「
域
学
連
携
」
と
は

　
域
学
の「
域
」は
地
域
の
意
味
で
、

「
学
」
は
大
学
を
表
し
て
い
ま
す
。

大
学
教
員
の
知
識
と
学
生
の
行
動
力

を
活
用
し
、
地
域
住
民
や
行
政
と
協

働
で
地
域
の
再
生
に
取
り
組
む
仕
組

み
で
す
（
次
ペ
ー
ジ
図
１
）。

　
総
務
省
が
実
施
す
る
全
国
の
モ
デ

ル
事
業
（
総
務
省
「
域
学
連
携
」
実

践
拠
点
形
成
モ
デ
ル
事
業
）
と
し
て

昨
年
、
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

住
民・学
生・行
政
が
互
い
に
連
携
し
、地
域
の
再
生
に
取
り
組
む「
域

学
連
携
」事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
現
在
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
全
国
で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
菊
池
市
版
「
域
学
連
携
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ先　企画振興課地域振興係　☎ 0968(25)7250

参加団体
（表１）

つどう・つなげる・つづける新しい協働のカタチ

（表２）４つのコース

域学連携

域学連携

▼大学（６大学）
九州大学、熊本大学、熊本県立大
学、九州看護福祉大学、東海大学、
首都大学東京

▼高等学校（３校）
菊池高校、菊池農業高校、菊池女
子高校

▼地域づくり団体（９団体）
菊池市社会福祉協議会、菊池・
人づくり愛塾、菊池よりあい衆、
NPO 法人菊池まちづくり千年の
風、NPO 法人 21 世紀環境研究会、
菊池たてもの応援団、菊池養生詩
塾、菊池環境保全型農業研究会、
NPO 法人きらり水源村

つ
ど
う
・
つ
な
げ
る

つ
づ
け
る
事
業

　
事
業
の
テ
ー
マ
は
「
つ
ど
う
・
つ

な
げ
る
・
つ
づ
け
る　
菊
池
ラ
ボ
事

業
」。
大
学
と
高
校
、
そ
し
て
地
域

づ
く
り
団
体
が
参
加
し
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
（
表
１
）。
事
業
内
容
は
、
大
学

や
地
域
づ
く
り
団
体
の
専
門
性
を
生

か
し
、
４
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま

し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
表
２
）

コース ①地域づくり人育成コース ②文化資源活用コース ③菊池ラボ構築コース ④農業資源活用コース

概　要 フットパスを通じた人材育成 古民家再生、地域再生ワーク
ショップ

まちづくり団体・大学・高校
が自由に使える活動拠点づく
り

安全・安心な農畜産物の生
産推進

担当大学 九州看護福祉大学 九州大学、首都大学東京、熊本
大学、熊本県立大学

九州大学、熊本大学、熊本県
立大学 東海大学

担当高校 菊池女子高 菊池高校 菊池高校 菊池農業高校

担当団体
★は代表

菊池市社会福祉協議会、★菊
池・人づくり愛塾、菊池より
あい衆、NPO 法人きらり水
源村

★菊池たてもの応援団、NPO
法人 21 世紀環境研究会

NPO 法人菊池まちづくり千
年の風、★菊池養生詩塾

★菊池環境保全型農業研究
会

行政担当課 企画振興課、商工観光課 企画振興課、生涯学習課 企画振興課 企画振興課、農林振興課

事業内容

地域の風景を楽しんで歩く
フットパスを通して、地域活
性化を担う人材の育成に取り
組む。

古民家を学生や地元住民と一緒
に修復し、古民家再生を学ぶ。
雪野地区をモデルとして中山間
集落の活性化に取り組む。

松倉邸を地域再生の拠点とし
て、大学や高校、地域づくり
団体が自由に活用できる体制
をつくる。

安全・安心な農畜産物を安
定供給させるために、生産
技術の向上や流通拡大の方
法を学ぶ。

雪野地区ワークショップに集まった地域住民と地域づくり団体、学生の皆さん

（図１）「域学連携」実践拠点形成モデル事業

総務省

地域住民

地域づくり活動
滞在拠点の形成

大　学

地元企業など

地方公共団体

NPO 法人

地域実践活動のノウハウ、自
治体とのネットワークを活用

学生や大学教員が地域に滞在

・廃校の活用
・古民家改修

地域おこし活動

地域力創造人材の育成
自律的な地域づくり

観光振興

大学教員のノウハウ
若い学生たちの力

※秋季入学導入に向けた
環境整備も視野に

フ
ッ
ト
パ
ス
で
地
域
を
元
気
に

　
あ
り
の
ま
ま
の
農
村
や
昔
な
が
ら

の
街
並
み
を
、
そ
こ
に
息
づ
く
人
々

の
暮
ら
し
や
歴
史
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

歩
き
体
感
す
る
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」。

新
た
な
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
注

目
を
集
め
て
お
り
、
住
民
参
加
で
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
の
意
義
を
深
く
理
解

す
る
た
め
、
先
進
地
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
一
緒

❶
地
域
づ
く
り
人
育
成
コ
ー
ス

に
フ
ッ
ト
パ
ス
整
備
を
試
し
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
既
に
候
補
地
の
区
長
会
な
ど
地
元

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
い
く
つ

か
の
地
域
で
模
擬
コ
ー
ス
が
設
定
で

き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
か
ら
１
月
に

か
け
て
学
生
の
皆
さ
ん
も
交
え
た
体

験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
「
雄
大
な
自
然
、
美
し

い
里
山
を
満
喫
で
き
た
」
と
い
っ
た

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
感
触
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
が
地
域
活
性
化
に
有

用
と
分
か
れ
ば
、
今
後
市
で
推
進
し

て
い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
提
案

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
一
連
の

活
動
そ
の
も
の
が
、
地
域
づ
く
り
人

財
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。 菊池・人づくり愛塾

迫間地区フットパス体験会

代表　中
な か は ら

原　洋
よ う

さん
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菊池たてもの応援団
代表　松

ま つ だ

田公
こ う し ん

伸さん

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点
を
整
備

　

私
た
ち
の
コ
ー
ス
で
は
、「
旧
松

倉
家
住
宅
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）」

の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
南
側
部
分
を

改
装
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
拠
点
と
な
る
ラ
ボ
を
、
参
加
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
整
備
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
高
校
生
・
大
学
生
・
一
般
の

人
た
ち
と
幅
広
く
、
最
初
は
清
掃
作

業
や
不
用
品
の
運
搬
作
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
内
壁
の
下
地
を

作
り
、
仕
上
げ
に
移
る
段
階
で
す
。

❷
文
化
資
源
活
用
コ
ー
ス

　
参
加
者
は
古
い
民
家
の
歴
史
や
文

化
、
構
造
な
ど
を
学
び
、
実
際
に
建

物
に
触
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
拠
点
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
学
生
と
一
緒
に
集
落
再
生

　
大
学
生
が
地
域
に
入
っ
て
地
元
の

人
々
と
一
緒
に
地
域
の
自
慢
の
場
所

を
歩
い
て
回
り
、
そ
の
魅
力
を
写
真

な
ど
で
記
録
し
地
図
に
落
と
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
地
図
を
基
に
住
民
の

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
言
い

伝
え
や
歴
史
を
学
び
、
そ
の
魅
力
を

再
発
見
し
ま
す
。

　
こ
の
素
材
を
フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
の

取
り
組
み
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

多くの学生が改装作業に参加

人
々
と
共
に
つ
く
る
活
動
拠
点

　
文
化
資
源
活
用
コ
ー
ス
が
菊
池
ラ

ボ
の
ハ
ー
ド
面
を
整
備
す
る
の
に
対

し
、
私
た
ち
の
コ
ー
ス
で
は
ソ
フ
ト

面
の
構
築
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
菊
池
ラ
ボ
」
と
聞
い

た
と
き
、何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

ラ
ボ
は「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」の
略
で
、

研
究
所
、
研
究
室
と
い
っ
た
意
味
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
菊
池
ラ
ボ
の

か
た
ち
は
決
し
て
一
つ
に
定
ま
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
、
集
会
場

❸
菊
池
ラ
ボ
構
築
コ
ー
ス

や
会
議
場
、
展
示
場
や
宿
泊
所
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
菊
池
ラ
ボ
を
ど

う
使
い
合
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
こ
こ

に
集
う
人
々
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て

い
く
も
の
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
る
多
く
の
団
体
・
個
人
は
、

こ
の
よ
う
な
拠
点
の
必
要
性
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。
人
々
が
集
い
協
働
す

る
た
め
に
は
、
象
徴
的
な
場
所
が
必

要
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
菊
池
ラ
ボ
構
築
コ
ー
ス
で

は
、そ
の
場
所
の
た
め
の
運
用
計
画
、

ル
ー
ル
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
標

に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
の
多
く
の
人
の
参
加
を
募
り

な
が
ら
、
計
画
や
ル
ー
ル
を
見
直
す

柔
軟
さ
を
持
っ
た
コ
ー
ス
運
営
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

活動拠点として整備中の旧松倉邸

菊池養生詩塾
代表　佐

さ と う

藤忠
た だ ふ み

文さん

菊池環境保全型農業研究会
代表　渡

わ た な べ

辺明
あ き と

人さん

市
の
農
畜
産
物
の
可
能
性
を
探
る

　
私
た
ち
の
コ
ー
ス
で
は
、
安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
を
提
供
す
る
た
め

に
、
東
海
大
学
生
と
菊
池
農
高
生
、

菊
池
環
境
保
全
型
農
業
研
究
会
が
共

同
で
生
産
技
術
の
向
上
や
流
通
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

実
際
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
現
場
を
見
て
回
り
、
生

産
者
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
、
見
学

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
袈
裟
尾
区

で
水
田
ゴ
ボ
ウ
と
水
稲
な
ど
を
生
産

し
て
い
る
村む
ら
か
み上
活か
つ
よ
し芳
さ
ん
の
農
園
で

❹
農
業
資
源
活
用
コ
ー
ス

は
、
有
機
栽
培
や
減
農
薬
栽
培
の
取

り
組
み
を
学
習
。
日
生
野
区
で
豚
を

放
牧
し
て
い
る
武む
と
う藤
計け
い
し
ん臣
さ
ん
の
牧

場
で
は
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
高
品

質
の
豚
肉
を
生
産
し
、「
走
る
豚
」

と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
付
加
価
値
を

生
み
出
す
と
い
っ
た
独
自
の
工
夫
を

学
び
ま
し
た
。

　
専
門
的
な
意
見
や
全
国
的
な
事
例

を
学
び
、
農
業
資
源
活
用
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日

は
有
機
農
業
の
第
一
人
者
で
あ
る
東

海
大
学
の
片か
た
の野
學ま
な
ぶ

教
授
を
招
き
、

市
の
農
畜
産
物
の
可
能
性
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
も
調

査
と
研
究
を
重
ね
、
市
の
農
畜
産
物

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市の特産品「水田ゴボウ」の視察

「
３
つ
の
者
」
で
地
域
再
生

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
よ
そ
者
・

若
者・ば
か
者
」
の
「
３
つ
の
者
」

が
必
要
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
の
人
が
普
段
気
に
も
留
め

な
い
井
手
沿
い
の
道
も
、「
よ
そ

者
」
か
ら
見
れ
ば
心
が
洗
わ
れ
る

癒
や
し
の
空
間
と
し
て
魅
力
あ
る

場
所
に
映
り
ま
す
。

　
「
若
者
」
は
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
豊
か
な
創
造
力
と
好

奇
心
、
そ
し
て
行
動
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ば
か
者
」
と
は
、
地
域
を
愛

す
る
が
故
に
、
我
を
忘
れ
て
ま
ち

お
こ
し
な
ど
に
夢
中
に
な
る
人
の

こ
と
を
例
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
３
つ
の
者
」
が
集
い
、

つ
な
が
り
、
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
地
域

お
こ
し
が
始
ま
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
先
生
の
豊
富
な
知
識
、

学
生
の
よ
そ
者
視
点
、
若
者
の
行

動
力
で
地
域
の
魅
力
や
歴
史
を
再

発
見
し
、
地
域
お
こ
し
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

住
民
が
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

取
り
戻
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。

　学生と一緒に地域再生に取り組む集落を募集します。
　地域の魅力の発掘や地域の活性化、高齢化などの課題解
決について学生と一緒に考えてみませんか。「よそ者の目、
若者の目」を通じて、地域を見つめ直すきっかけにもなり
ます。
　詳しくは企画振興課地域振興係☎ 0968(25)7250 まで
お問い合わせください。

地域再生に取り組む集落を募集します！
　入場無料で申し込み不要です。気軽にお越しください。
と　き　２月 16 日㈰　正午開場　午後１時開会
ところ　七城公民館
基調講演
　�演題　�「あるものを生かす地域力創造～菊池域学連携事

業の評価と課題～」
　講師　�椎

し い か わ

川　忍
しのぶ

さん（一般財団法人　地域活性化セン
ター常務理事・前総務省自治財政局長）

事業報告会にお越しください！

　平成 25 年 12 月 21 日～ 23 日の３日間、雪野地区
を中心に第２回きくち文化資源・地域再生・創造都市
ワークショップが開催されました。
　ワークショップには域学連携事業に参加している大
学のほか、久留米大学と熊本学園大学から多数の学生
が参加し、地域の皆さんと一緒にさまざまな活動を展
開しました。
　滞在拠点の雪野地区公民館では、教員・学生が寝食
を共にしながら地域課題の解決策などを検討。早朝か
ら深夜まで多彩なプログラムが行われました。
　今回のプログラムのメーンと呼べるものが「雪野フッ
トパスづくりワークショップ」。既に本市でも取り組み
がスタートしているフットパスですが、雪野地区でも
地元の魅力を生かしたコースができないかと、学生た
ちが野山を駆け回りました。
　探検隊のように地区の魅力を探し歩くトランセクト
ウォーク、巨大地図にさまざまな発見や気付いたこと
を書き出して行くガリバーマップなどを作成。最終的

に二つのフットパスコースを提案し、地区の皆さんに
発表しました。
　会期中は、建築家で首都大学東京特任教授の青

あお
木
き

茂
しげる

先生による菊池文化資源講演会をはじめ、菊池まちづ
くり道場、九州大学地域情報化研究会などさまざまな
イベントもあり、内容盛りだくさんの充実したワーク
ショップとなりました。

第２回きくち文化資源・地域再生・創造都市ワークショップ

若者から高齢者まで多くの人が参加し意見を交わしました

こんな活動もしています

域学連携

7 62014 February広報きくち2014 February広報きくち



菊
池
市
の
家
計
簿

平
成
24
年
度
決
算

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

歳入決算額

259 億 5,329 万９千円

歳出決算額

242 億 600 万１千円

用語の説明

Pick up Information

平
成
25
年
12
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
た
、

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
平
成
24
年
度
決
算
と
は
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
歳
入

歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
２
５
９
億
５
３
２
９
万
９
千

円
（
対
前
年
度
比
０・
５
％
増
）、
歳
出

２
４
２
億
６
０
０
万
１
千
円
（
対
前
年
度

比
０・
３
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
の
差
額
は

17
億
４
７
２
９
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼平成 24 年度各特別会計別決算状況

会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 69 億 2,743 万 8 千円 68 億 8,773 万 7 千円

後期高齢者医療事業特別会計 5 億 948 万 2 千円 5 億 921 万 6 千円

介護保険事業特別会計 50 億 9,161 万 9 千円 50 億 1,172 万 4 千円

簡易水道事業特別会計 3 億 7,697 万 5 千円 3 億 7,697 万 5 千円

公共下水道事業特別会計 10 億 875 万 6 千円 10 億 875 万 6 千円

特定環境保全公共下水道事業
特別会計 6 億 1,853 万 9 千円 6 億 1,750 万 9 千円

地域生活排水処理事業特別会計 1 億 446 万 9 千円 1 億 446 万 9 千円

農業集落排水事業特別会計 4 億 1,293 万 8 千円 4 億 1,293 万 8 千円

特別養護老人ホーム特別会計 6 億 3,844 万 7 千円 6 億 3,380 万 4 千円

平成 24 年度に納められたお金（一般会計・市税）市民１人当たり換算＝ 96,695 円
平成 24 年度に使われたお金（一般会計）市民１人当たり換算＝ 474,023 円

※平成 25 年３月末人口：51,065 人で算出▼費目ごとの内訳

市税
市民税や固定資産税など、
皆さんに納めていただいたお金
分担金および負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料および手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の
貸し付けなどで入ってきたお金
繰入金
基金などから繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
市債
市が国などから借りたお金
県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、
市の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金
自主財源
市税や負担金などで、
市が自主的に収入しているもの
依存財源
地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保できないもの

▼市債および基金の現在高（一般会計）

区　分 平成 24 年度末
現在高

市民１人当たり
換算

市債（国などから借りたお金） 272 億 9,932 万４千円 534,600 円

基金（市が蓄えているお金） 107 億 3,376 万１千円 210,198 円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※平成 25 年３月末人口：51,065 人で算出

議会費 4,583 円
議会中継システムなど

農林水産業費 36,556 円

教育費 43,398 円

総務費 50,031 円

商工費 6,578 円

災害復旧費 13,802 円
農林水産業・土木施設災害
復旧など

民生費 154,780 円

土木費 57,872 円

公債費 54,370 円
市の借金返済

衛生費 36,311 円

消防費 15,744 円
消防団経費
防災・災害対策経費など 平

成
24
年
度
は
、
九
州
北
部
豪
雨
の
災
害
復

旧
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も

前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財

源
で
あ
る
市
税
の
収
入
状
況
は
、
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
に
よ
る
減
価
な
ど
に
よ
り
対
前
年

２・
４
％
減
と
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も
の

と
し
て
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
、
庁
舎

等
耐
震
推
進
事
業
、
泗
水
地
区
公
園
整
備
事
業
、

朝
日
東
団
地
建
替
事
業
、
物
産
館
施
設
整
備
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ブランド推進事業
市有林造成事業
各物産館経費
地籍調査事業など

小中学校管理経費
文化会館経費
体育施設管理経費
図書経費
斑蛇口湖ボート場経費など

庁舎等耐震推進事業
コミュニティバス
乗合タクシー運行
国際交流事業など

市内まつり
観光施設整備
軽トラ朝市など

乳幼児等医療費
子ども手当
児童育成クラブ経費
障がい者自立支援経費
保育園経費など

道路整備
公園整備
市営住宅経費
河川清掃など

ごみ収集運搬
エコヴィレッジ旭管理経費
各種検診・予防接種
太陽光発電施設設置費補助
金など

地方譲与税・交付金など　3.7%
９億 5,007 万５千円

地方交付税　36.7%
95 億 2,689 万４千円

国庫支出金　12.9%
33 億 6,023 万円

県支出金　7.2%
18 億 5,702 万７千円

市債　11.6%
30 億 1,310 万円

繰越金　3.5%
９億 430 万１千円

繰入金　0.7%
１億 9,357 万２千円

財産収入・寄付金・諸収入
1.5%
３億 9,445 万３千円

使用料・手数料　1.6%
４億 235 万４千円

分担金・負担金　1.6%
４億 1,353 万９千円

市税　19%
49 億 3,775 万４千円

依存財源

自主財源

公債費　11.5%
27 億 7,641 万２千円

災害復旧費　2.9%
７億 478 万１千円

教育費　9.2%
22 億 1,610 万１千円

消防費　3.3%
８億 397 万１千円

土木費　12.2%
29 億 5,522 万３千円

商工費　1.4%
３億 3,592 万９千円

農林水産業費　7.7%
18 億 6,670 万９千円

衛生費　7.7%
18 億 5,420 万３千円

民生費　32.6%
79 億 383 万８千円

総務費　10.5%
25 億 5,482 万３千円

議会費　1.0%
２億 3,401 万１千円
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確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
確
定
申
告
の
作
成
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
画
面
案
内
に
従
い
金

額
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
確

定
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
と
、
電
子
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
り
申
告
な
ど
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.

go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算

し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

採
っ
て
い
ま
す
。
所
得
金
額
や
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
と
納

税
は
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
郵
送

な
ど
で
も
結
構
で
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、

会
場
が
混
雑
し
長
時
間
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

平
成
25
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期
限

◦
申
告
所
得
税

　
３
月
17
日
㈪

◦
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
３
月
31
日
㈪

振
替
納
税
の
振
替
日

◦
申
告
所
得
税

　
４
月
22
日
㈫

◦
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
４
月
24
日
㈭

　
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
や
口

座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
。

還
付
金
の
受
け
取
り
は

口
座
振
込
が
便
利
で
す

　
確
定
申
告
の
還
付
金
の
受
け
取

り
に
は
、
口
座
振
込
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
作
成
し
た
確
定
申
告
書

の
所
定
の
欄
に
、
受
け
取
り
を
希

望
す
る
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座

（
本
人
名
義
に
限
る
）
の
口
座
番

号
な
ど
を
記
載
す
れ
ば
、
受
け
取

り
に
行
く
手
間
が
省
け
、
し
か
も

安
全
で
確
実
で
す
。

　
詳
し
く
は
菊
池
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら

問
い
合
わ
せ
先

　

 

菊
池
税
務
署　
☎
０
９
６
８（
25
）２
１
２
１

２月の「税」の納期限
２月28日㈮

　●国民健康保険税　第８期
　口座振替を利用している人は、
２月 25 日㈫に振替を行いますので
残高の確認をお願いします。

期
間
内
の
申
告
を

忘
れ
ず
に

　
市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告

は
、
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険

税
の
算
出
基
礎
に
な
る
も
の
で
す
。

申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
税

証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株

式
）
な
ど
の
あ
る
人
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
、

肉
用
牛
売
却
所
得
の
免
税
を
受

け
る
人
は
税
務
署
で
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
前
年
中

に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人
は
申
告

が
必
要
で
す
。

▼�

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る

人
◦�

中
途
退
職
な
ど
に
よ
り
、
年
末

調
整
が
で
き
て
い
な
い
。

◦�

給
与
所
得
の
他
に
、
家
賃
や
小

作
料
、
農
業
所
得
、
雑
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
っ
た
。

◦�

医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
な

ど
を
受
け
る
。

◦�

本
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
。（
提
出
の

有
無
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
）

◦�

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

い
を
受
け
た
。

▼�

営
業
、
農
業
、
保
険
外
交
員
そ

の
他
事
業
、
不
動
産
、
配
当
な

ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

▼�

大
工
、
左
官
な
ど
の
賃
金
、
内

職
の
手
間
賃
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
人
。

所
得
の
な
か
っ
た
人
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
前
年
中
に
病
気
や
失
業
な
ど
で

所
得
の
無
か
っ
た
人
、
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
て

他
に
所
得
が
な
い
人
も
申
告
が
必

要
で
す
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼�

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
本
市
に
提
出
さ
れ
、
他
に
所

得
が
な
い
人

▼�

税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人

▼�

税
務
署
か
ら
封
書
が
送
ら
れ
て

い
る
人
は
税
務
署
で
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

昭
和
24
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
65
歳
以
上
で
、
収
入
が

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の

み
。
支
給
額
が
１
４
８
万
円
以

下
の
人
。
営
業
・
農
業
・
不
動

産
（
小
作
料
含
む
）・
そ
の
他

の
所
得
が
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

　
申
告
時
に
は
必
ず
「
収
支
内
訳

書
」
を
記
入
し
て
申
告
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
作
成
し
て
い
な
い
人

は
、
作
成
終
了
後
に
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

 

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　
所
得
額
か
ら
差
し
引
く
（
控
除

す
る
）
も
の
が
あ
れ
ば
、
必
ず
証

明
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
印
か
ん
（
認
印
）

▼�

収
入
（
所
得
）
を
証
明
で
き
る

資
料

◦�

源
泉
徴
収
票
（
公
的
年
金
含

む
）、
支
払
い
証
明
書

◦��

農
業
所
得
や
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内

訳
書
（
記
入
済
み
）、
帳
簿
類
、

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

（
明
細
書
な
ど
）

▼�

各
種
領
収
書
（
収
支
内
訳
書
に

記
入
さ
れ
て
い
る
人
は
不
要
）

ま
た
は
証
明
書

▼�

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
（
個
人

ご
と
に
仕
分
け
し
、
そ
れ
を
病

院
ご
と
に
仕
分
け
し
て
計
算
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）、
生

命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
社

会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税

や
国
民
年
金
な
ど
）、
障
害
者

手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
な
ど

▼�

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望

す
る
人
は
、
通
帳
と
通
帳
届
出

印
か
ん

■
要
介
護
者
の
障
が
い
者
控
除

　
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
に
認

定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
は
、
基

準
に
応
じ
て
障
害
者
控
除
ま
た
は

特
別
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

申
告
の
際
に
は
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
高
齢
支
援

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生

課
で
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
農
業
収
入
が
あ
る
人

　
販
売
伝
票
や
必
要
経
費
の
領
収

書
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
へ
記

入
し
て
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

収
支
内
訳
書
の
作
成
が
な
い
場
合

は
、
そ
の
場
で
自
書
に
て
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

受
け
付
け
順
が
替
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
前
回
、
農
業
収
入
の
申
告
を
市

役
所
で
行
っ
て
い
る
人
に
は
、
１

月
中
旬
に
収
支
内
訳
書
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
確
定
申

告
書
の
送
付
が
あ
る
人
は
、
同
封

さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
書
を
使
用

し
て
税
務
署
で
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

 

市
県
民
税
の

申
告
受
付
会
場

　
例
年
ど
お
り
市
内
全
域
に
地
区

割
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
会
場

で
も
申
告
で
き
ま
す
。
期
間
の
後

半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
済
ま

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
会
場

◦
税
務
課
（
４
番
窓
口
）

◦
七
城
総
合
支
所
１
階
申
告
会
場

◦
旭
志
総
合
支
所
１
階
申
告
会
場

◦
泗
水
総
合
支
所
２
階
大
会
議
室

■
受
付
時
間

◦
午
前
８
時
40
分
～
11
時

◦
午
後
１
時
～
４
時

 

市県民税・所得税 申 告のしおり
申告期間 ２月17日㈪～３月17日㈪　　　　　（土・日を除く） 問い合わせ先

税務課市民税係　☎0968（25）7206

Pick up Information

←

←

←

←
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二十歳を迎え、一人一人が社会
の一員としての自覚を持ち、

これからの人生を歩んでいきたい
と思います。
　この自然豊かな菊池市に生まれ、
私たちを支えてくださった両親や
家族、ご指導くださった先生方、そ
してあたたかく見守ってくださっ
た地域の人々に育てられて、私た
ちは今日の日を迎えることができ
ました。これからも感謝の気持ち
を忘れることなく、今までしてい
ただいたことを後に続く後輩たち
にしていけるような大人になって
いきたいと思います。
　これからの長い人生の中で、つら
いことや苦しいこともたくさんあ
ると思います。一人では乗り越えら
れないこともあるかもしれません。
そんなときは、共に歩んだ仲間た
ちやあたたかいふるさとを思い出
して、くじけず前に進もうと思い
ます。今日の決意を忘れず、力強く、
たくましく、そして優しく生きて
いくことを誓い、私の誓いの言葉
とさせていただきます。

本日は私たちが成人を迎えるに
当たり、このように盛大な式

典を開いていただき誠にありがと
うございます。
　私たちは生まれてからこの 20 年
間、たくさんの人々に支えられて生
きてきました。共に学び励まし合っ
た友人、あたたかく私たちを見守っ
てくださった地域の人々、人生の
先輩として私たちの良き理解者と
なって導き教えてくださった先生
方、そして、私たちの一番近くで
ときには厳しく、ときには優しく
育ててくれた両親など、今まで数
えきれないほどたくさんの人々と
の関わりの中で私たちは成長して
きました。ここに集う私たちは新
成人としてこれから社会人の一員
になります。
　これまでたくさんの人々に支え
られてきたということを忘れずに、
これからは一人の大人として常に
努力し、何事にも感謝する心を持っ
て、一歩ずつ前進していこうと思
います。以上、私の誓いの言葉と
させていただきます。

私たちは成人式という大きな人
生の節目を迎えるに当たり、

これから変わりゆく社会の中でど
のような夢や希望を持って生きて
いくのかを考える良い機会だと思
い、身が引き締まるのを感じます。
　また、社会の一員であるというこ
とも深く自覚しなければなりませ
ん。私たちには、権利と義務、自由
と責任があります。権利を主張す
るなら義務を果たしましょう。自
由な言動には責任を持ちましょう。
大人になるということ、人と人と
のつながりを大切に思うこと、世
間を知ること、そうすることで心
と心のつながりの良さというもの
が分かってきます。
　私は日本や世界の情勢にも目を
向け、もっと大きな視点でこの国や
世界を捉え、考え、そして行動して
いきたい、自分の将来をしっかり
と見据えて、強い意思を持ってこ
れから生きていきたいと思います。
　今日この感激を私たちの人生に
生かし、名実共に成人となること
を決意して誓いの言葉とします。

仲間とふるさとを胸に 感謝の心を持って 権利と義務、自由と責任

Ayano Tsubomi
Misato Matsumura

Tatsuya Ogata

莟
つぼみ

　綾
あ や の

乃さん 松
ま つ む ら

村美
み さ と

里さん 緒
お が た

方達
た つ や

也さん

新成人の代表３人が、成人としての誓いの言葉を述べました。

The Oath of the

平成25年度菊池市成人式

二十歳の誓い20
1. 実行委員長の古閑さ
ん　2-11.15.16. 式
典を前に晴れやかな
表情を見せる新成人
たち　12. 恩師からの
エールが新成人の胸
に 刻 ま れ た　13. 式
辞に真剣なまなざし
を向ける新成人たち
14. 交通安全宣言を
する田原さん

成
人
を
祝
し
大
成
を
祈
る

　
平
成
25
年
度
菊
池
市
成
人
式
は

１
月
12
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
５
７
６
人

（
男
２
９
２
人
、
女
２
８
４
人
）

が
新
成
人
と
な
り
、
大
人
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
紹
介
の
後
、
委
員
長

の
古こ

閑が

勇ゆ
う

輝き

さ
ん
が
「
日
本
を
支

え
て
い
く
立
場
と
し
て
、
私
た
ち

の
若
い
力
で
菊
池
と
日
本
を
元
気

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
新
成
人
た
ち
の
思
い
出
を

つ
づ
っ
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上

映
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
安や

す

武た
け

侑ゆ

香か

さ
ん
の

開
式
宣
言
の
後
、
江え

が
し
ら頭
実み

の
る

市
長

が「
今
日
の
感
動
は
、多
く
の
人
々

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
皆
さ
ん

の
成
長
に
関
わ
っ
た
大
勢
の
人
に

感
謝
の
意
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
。
中
学
校
時
代
の
恩

師
も
駆
け
つ
け
、「
皆
さ
ん
と
過

ご
し
た
日
々
を
昨
日
の
よ
う
に
覚

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一
人

の
大
人
と
し
て
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
３
人
が
「
二
十
歳
の
誓

い
」
を
述
べ
、
続
け
て
田た

原は
ら

未み

南な

子こ

さ
ん
が
交
通
安
全
宣
言
を
し
た

後
、
坂さ

か

本も
と

譲じ
ょ
う

二じ

さ
ん
の
閉
会
宣

言
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

その笑顔の輝きが
　　未来を明るく照らし続けますように──。

10 7

12

1

11

2

16

5

4

1314

15

36

8

9
years old
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　観覧希望者は、往復はがきに必要事項を記入してご応募
ください。応募者多数の場合は抽選となります。当選した
はがき１枚につき２人まで入場できます。
※往復はがき以外での応募は無効です。
■応募方法（往復はがきの記入要領）
　郵便往復はがきの往信うら面に①観覧希望者の氏名（２
人まで）、②郵便番号、③住所、④電話番号を記入

「ふるさと自慢うた自慢」の収録が１月 17 日、菊池市文化
会館大ホールで行われました。多数の市民が出演し、菊池
市を PR しています。皆さんぜひご覧ください。
※放送日時は変更される場合があります。

男性チーム出演者の皆さん 女性チーム出演者の皆さん 市の特産品を PR 菊池市女性消防隊も出演！

返信おもて面に①郵便番号、②住所、③氏名を明記し、下
記あて先までお送りください。
■宛先　〒 861-1392（住所不要）菊池市役所企画振興課
　　　　「出張！なんでも鑑定団 in 菊池」観覧係
■抽選結果発表　３月下旬（往復はがきにて）
■問い合わせ先　企画振興課企画係
　☎ 0968(25)7250

■応募締切　２月14日㈮必着
　詳しくは、広報きくち１月号５ページをご覧ください。

＜往信おもて＞ ＜返信おもて＞

往信
〒 861-1392
菊池市役所企画振興課

「出張！なんでも
鑑定団 in 菊池」観覧係

返信
　観覧希望者の
　郵便番号
　住　所
　氏　名

氏名①
　　②
①の連絡先
郵便番号
住　　所
電話番号

観覧希望

※�ここには何も記入しな
いでください。

＜返信うら＞ ＜往信うら＞

菊池市合併10周年記念事業

美術品からお菓子のオマケやおもちゃまで、時代、ジャンルは問いません。
これは！と思うお宝は「なんでも」ご応募ください。

あなたのお宝、大募集中です！

応募期限３月14日（金）当日消印有効

観
覧
募
集

入場無料！

と　き　４月27日㈰

ところ　菊池市文化会館

放送決定！

開場　正午（予定）　開演　午後１時（予定）

in菊池

収録完了！

■ NHK ラジオ第１（全国放送）
　３月１日㈯　午後４時５分～ 55 分「ふるさと自慢うた自慢」
　３月８日㈯　午後４時５分～ 55 分「ふるさと自慢コンサート」
■ NHK 総合テレビ（県域放送）
　２月 28 日㈮　午後７時 30 分～ 55 分「くまもとの風」

♬
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※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。
　菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

中
な か

村
む ら

幸
ゆ き

弘
ひ ろ

さんが
緑白綬有功章を受章

　公益社団法人大日本農会が主催する平成 25 年度
農事功績者表彰が東京で開催され、中村幸弘さん（妻
越）が当会の総裁である桂宮宣仁親王殿下の御裁可
により緑白綬有功章を受章しました。この賞は、農
事改良の奨励で功績が顕著な人に授与されるもの
で、県内の受賞者は中村さんのみ。中村さんは就農
して 38 年、現在繁殖牛 150 頭、肥育牛 80 頭を
飼育し、先進技術の開発・導入、ゆとりある畜産経
営の確立や後継者の確保に貢献しています。

受章した中村さんと妻の加
か よ こ

代子さん

厳かに舞われた歌神楽 優勝した隈府小剣道部1. エゴマドレッシングのサラダも大人気　2. 並んだ料理は見る
だけでも楽しめます　3. 二人組ユニット COBY さんの弾き語り

ころうくんと触れ合う子どもたち

赤星天満宮祭
赤星天満宮神楽が奉納

隈府小剣道部が優勝
菊池公追悼剣道大会

家庭料理が大集合！
第９回水源食の文化祭 第51回熊本県子ども会大会

　下赤星区の菅原神社で赤星天満宮祭があり、赤星
天満宮神楽（市指定無形民俗文化財）が奉納されま
した。
　この地域では、子どもたちに伝統芸能を体験させ
て受け継いでもらうことなどを目的に、以前から子
ども神楽に取り組んでおり、今回も大人の神楽に先
立って子ども神楽が披露されました。会場では地域
の皆さん手作りの団子汁やおにぎりなどが振る舞わ
れ、多くの来場者でにぎわっていました。

　水源ふるさと交流館で水源食の文化祭が開催さ
れ、多くの来場者でにぎわいました。このイベント
は、地域に残る食を見つめなおし、みんなで食べな
がら交流を深めようと毎年開催されています。会場
には郷土料理や創作料理がずらりと並び、水源ブラ
ンド開発事業として取り組んでいるエゴマドレッシ
ングを使ったサラダなども振る舞われました。また、
歌や楽器の生演奏も披露され、来場者は音楽を楽し
みながら家庭料理に舌鼓を打ちました。

　県内の子ども会員や指導者・育成者を対象に、第
51 回熊本県子ども会大会が泗水体育館などで開催
されました。オープニングでは、永翔太鼓と旭志小
学校のコーラスがあり、その後、子どもたちに大人
気の「くまモン」や「キティちゃん」の和菓子作り
や芋堀り体験を実施。サプライズで鞠智城マスコッ
ト「ころうくん」が登場すると、子どもたちは大喜
び。県内各地の会員との交流もでき、子どもたちに
とって思い出に残る大会になりました。

11　
　22

11　
　29

11　
　23

12　
　１

11　
　24

11　
　23

大健闘した菊池支部・日本真空拳泗水塾

菊池の空手少年が大健闘！
県硬式空手道選手権大会

　熊本県硬式空手道選手権大会後期の２大会が県内
で開催され、本市から出場した菊池支部・日本真空
拳泗水塾の選手３人が入賞しました。全九州空手道
選手権サンガ大会では、男子組み手で今

い ま む ら

村歩
あ ゆ む

夢くん
（泗水小６年）が準優勝。県硬連大会心拳杯では、
男子組み手で太

お お た

田雅
ま さ と

人くん（菊之池小６年）が優勝。
また、２年生の部で城

し ろ や ま

山慶
け い た

多くん（泗水小）が３位
に入賞しました。選手たちは「さらに練習を積み重
ね、次の大会を目指して頑張ります」と話しました。

受章した管さんヤマメの稚魚を放流する子どもたち

管
す が

義
よ し

友
と も

さんが
旭日双光章を受章

元気に育ってね
ヤマメの稚魚を放流

　秋の叙勲で、管義友さん（東迫間）が旭日双光章
を受章しました。管さんは長年、大工として専門工
事業振興に貢献し、熊本県建築組合連合会の副会長
を歴任。現在も幼稚園や小中学校施設の補修などを
ボランティアで行うなど地域に根ざした活動を続け
ています。
　管さんは「大工を続けてきて良かった。今後はさ
らに若手育成やボランティア活動などに貢献した
い」と抱負を述べました。

　菊池川漁業協同組合（冨
と み た

田正
せ い ご う

剛組合長）が、市内
の菊池川や迫間川など４河川でヤマメの稚魚を放流
しました。この放流は、同組合が九州産廃㈱との協
力により、水環境の保全と魚種の保護などを目的と
して行っているものです。
　今回は菊池北小学校の４年生 53 人が参加。児童
たちは「元気に育ちますように」との願いを込めな
がら、ヤマメの稚魚約 400㎏（約１万尾）を放流
しました。

11　
　25

11　
　26

１ ２

３

　第 58 回菊池公追悼剣道大会が姉妹都市の宮崎県
西米良村で開催され、本市から隈府小剣道部 A・B
チームが出場し、優勝と準優勝を飾りました。隈府
小は 10 年以上同村の村所小と交流を続けており、
今回招待を受け初めて大会に出場。近隣市町村から
集まった 24 チームがしのぎを削りました。主将の
境
さかい

浩
ひ ろ き

輝くん（６年）は「西米良村のチームと対戦
できなかったことが残念。来年は２連覇目指して頑
張ってほしい」と後輩にエールを送りました。
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※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。
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12　
　４ 12月

読んだ新聞記事の感想を発表する児童。講師の嶽下委員㊨買い物客に笑顔で声掛けする人権擁護委員の皆さん

色とりどりの風船が児童の思いとともに大空へ飛んでいきまし
た

菊池市民広場での CM 撮影。もっこすファイヤーの２人がユニ
ークな衣装を身にまとい地元農産物の鍋をつつきました

みんなで新聞つくります
旭志小で NIE 授業

人権の心育む
人権の花集会

平成25年度
人権標語入賞作品

　旭志小学校（吉
よ し だ え い じ

田栄二校長）で新聞で学習する
NIE 出前講座があり、4 年生 42 人が新聞づくりの
ノウハウを学びました。熊日 NIE・新聞活用セン
ターの嶽

た け し た た け し

下武士委員が講義。小中学生新聞「くま
TOMO」を読んだ感想を児童に挙げてもらい、見
出しや写真の効果的な使い方などを説明しました。
初めて新聞を読んだ田

た な か

中夏
な つ み

美さんは、「新聞は難し
いと思っていたけど読んでみたら面白かった。自分
たちで新聞をつくるのが楽しみ」と話しました。

　菊之池小学校（松
ま つ お か

岡秀
ひ で あ き

明校長）の全校児童 174 人
が、育てた花の種をメッセージとともに紙風船に託
し青空に飛ばしました。これは、法務局が推進する

「人権の花運動」の一環で、小学生が花を育てること
により人権尊重への理解を深め、豊かな人権感覚を
身につけていくことを目的に実施されています。
　集会では、児童が花を育てる苦労をとおして友達
に優しくなれたことなどの発表や、山鹿人権擁護委
員による啓発劇がありました。

　隈府校区人権啓発推進会議主催による人権標語の
発表がありました。入賞作品と表彰者は次のとおり
です（敬称略）。
最優秀　いないかな？　一人で遊ぶ　お友達
　　　　　　　　　　　　　　　　　江

え が わ

川ゆり子
こ

優　秀　どうしたの　その一言が　あたたかい
　　　　　　　　　　　　　　　　　後

ご と う

藤千
ち は る

遥
　「それはだめ」　言える自分に　変わろうよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　渡

わ た な べ

邊きらら
入選
　「ありがとう」　みんな心が　ぽっかぽか
　　　　　　　　　　　　　　　　　城

じょう

　実
み き

希
　思いやり　みんなでもとう　わいふっ子
　　　　　　　　　　　　　　　　　坂

さ か も と

本彩
あ や な

名
　やさしさと　感謝の気持ちは　倍返し
　　　　　　　　　　　　　　　　　石

い し ざ か

坂由
ゆ み

美
　会った人　一人一人に　あいさつを
　　　　　　　　　　　　　　　　　中

な か む ら

村美
み ゆ

優
　友の手は　こころほっこり　あったかい
　　　　　　　　　　　　　　　　　林

はやし

　幸
ゆ き と

叶

１ ２

３

１ ２

３

優雅な調べ
一歩の家コンサート

　菊池市西寺にある「一歩の家」で市内在住アーティ
ストによるコラボレーションコンサートが開催され
多くの人が訪れました。これは菊池市を中心に活動
してるアンサンブルユニット「Dear」が企画をし
て実現。今回は、ソプラノ歌手の宮

み や も と

本恵
え り

理さん、ク
ラリネット奏者の原

は ら だ

田晃
こ う い ち

一さん、コントラバス奏者
の猿

さるわたり

渡加
か な こ

奈子さんも参加しました。オペラ、クラシッ
クのほか、ポップスやクリスマスソングなどを披露。
多くの観客を魅了しました。

1.Dearの島
し ま だ

田有
あ ず み

純さん（フルート）㊧と加
か と う

藤絵
え り

里さん（ピアノ）㊨
2. 力強くも優しい歌声を披露する宮本さん　3. コラボ演奏

12/4
～10

人権相談いつでもどうぞ
人権週間街頭啓発活動

　山鹿人権擁護委員協議会菊池部会の委員５人が、
12 月４日から 10 日までの人権週間に併せた取り
組みとして、市内のスーパーで買い物客に人権啓発
グッズを配付しました。この活動は、人権週間を機
に人権尊重思想の普及高揚を図ろうと全国で行われ
ているものです。
　委員の皆さんは ｢人権擁護委員協議会です。困っ
たことがあったら何でも相談してください｣ と買い
物客に呼びかけました。

12　
　１

受賞した前川さん

前
ま え か わ

川薫
かおる

さんが
県民会議表彰を受賞

　菊池市青少年育成推進員会会長の前川薫さん（戸
城）が、熊本県青少年育成県民会議表彰を受賞しま
した。この表彰は、青少年の健全育成に関し 10 年
以上優れた活動を行っている青少年育成者に贈られ
るものです。
　前川さんは、平成 15 年から青少年育成推進員と
して、広報誌「輝けきくち」の発行や「菊池ふるさ
とかるた」の作成・普及など青少年健全育成活動に
貢献してきました。

12　
　４

12　
　８

12　
　４

菊池の魅力を発信！
映画祭コンペ CM 撮影

　市内で CM 撮影があり、県在住のお笑いコンビ「
もっこすファイヤー」が菊池のおいしい食材を PR
しました。これは 3 月に開催される沖縄国際映画
祭の企画で、47 都道府県の魅力を CM で伝えるコ
ンペに県から出品されます。
　もっこすファイヤーの 2 人と一緒においしい食
材を探す設定で、撮影には「ころうくん」も参加。
集まった作品はインターネットで一般視聴者の投票
を受け、上位 10 作品が映画祭で審査されます。

1.2. できあがった花炭を興味深そうに見る児童たち
3. 炭焼き窯に木を運ぶ児童たち

12　
　14

上手にできたよ
菊池北小で炭づくり体験

　菊池北小（宇
う の

野達
た つ や

也校長）４～６年生の児童が所
属する「緑の少年団」のメンバー 13 人が、同校の
炭焼き場で「炭焼き」を体験しました。昔から地域
に伝わる伝統技術を学習することを目的に、平成
14 年から行っています。児童たちは保護者や指導
者から作り方を習いながら炭焼きを体験。マツボッ
クリやドングリ、カライモ、ナスなどの「花炭」作
りにも挑戦し、真っ黒になったマツボックリやドン
グリを手に取り興味深そうに眺めていました。
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※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。
　菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

12　
　15

幼児たちの新体操

第2回菊池“ゆ”ったり
スポーツクラブフェスタ

　菊池“ゆ”ったりスポーツクラブフェスタが泗水体
育館で開催され、２歳～ 80 歳の 130 人が参加し
ました。スポーツクラブで開講している教室の実技
発表があり、ソフトエアロビクスなど日頃の練習の
成果を発揮。新体操と体育教室では幼児の可愛らし
い姿が披露され、参加者から大きな拍手が送られま
した。参加者の皆さんは、ニュースポーツの体験や
輪投げのチャレンジで豪華賞品をゲットするなどさ
まざまなスポーツを楽しみました。

素早い動きでかるたを取り合う児童たち元気よく餅をつく子どもたち

12　
　14

12　
　14

第6回
菊池ふるさとかるた大会

よいしょ！よいしょ！
チャリティー餅つき大会

　菊池ふるさとかるた大会が、菊池市総合体育館メ
インアリーナで開催されました。市内小学校 10 校
から 38 チーム 114 人の選手が出場。低学年と高
学年に分かれて熱戦が繰り広げられました。上位の
結果は次のとおりです。
高学年の部　優勝：泗水小Ａ　準優勝：泗水東小Ａ
　第３位：隈府小Ａ
低学年の部　優勝：泗水小Ａ　準優勝：花房小Ａ　
　第３位：戸崎小Ｂ

　養生市場出荷者協議会（佐
さ さ き

々木秀
し ゅ う じ

二会長）のチャ
リティー餅つき大会が泗水道の駅養生市場で開催さ
れました。今回使用した餅米は、農業体験の一環で
田植えから稲刈りを自分たちで行い収穫した米を使
用。昔ながらの杵と臼を使い「よいしょ、よいしょ」
の掛け声が飛び交う中、子どもから大人まで楽しく
餅をつきました。できあがった 30㎏の餅米は午前
中に完売するほどの人気振りで、売上の一部を社会
福祉協議会に寄付しました。

12　
　17

モニターを通じて交流する児童たち

　隈府小６年生 35 人が、テレビ会議システムによ
る遠隔交流授業で、本市の姉妹都市である宮崎県西
米良村の村所小６年生７人と交流学習を行いまし
た。九州管内で情報化推進を支援している企業が企
画したもので、児童たちはモニターの映像を見なが
ら学校生活や部活動の紹介、地域や特産品などをお
互いに発表しました。隈府小６年の荒

あ ら お

尾怜
れ お ん

音くんは
「西米良のことをたくさん知ることができて良かっ
た。機会があれば行ってみたい」と話しました。

隈府小児童と宮崎県の村
所小児童がテレビで交流

1. 平倉神楽の激しい舞　2. ２畳分の広さで厳かに舞う赤星神楽
3. 平倉神楽の獅子舞で参加者の無病息災を祈念しました

岩手県遠野市交流団が
神楽を披露

12　
　21

　友好都市の岩手県遠野市から市民交流団 19 人が
20・21 日の日程で本市を訪問しました。
　姉妹友好都市と交流している民間団体の菊池都市
間交流の会（佐

さ と う こ う い ち

藤紘一会長）主催の交流会が 21 日
に隈府の旅館であり、伝統芸能である本市の赤星天
満宮神楽と遠野市の平

ひ ら く ら

倉神楽が披露されました。赤
星神楽は狩衣に烏帽子姿で厳かに舞い、平倉神楽は
派手な衣装と能面を身に着け激しく舞い、訪れた約
60 人の観客を魅了しました。

一人暮らしの高齢者に花を手渡す旭志中生徒

笑顔と一緒にありがとう
高齢者へ花を配布

12　
　18

園児たちにプレゼントを配るサンタの堤さん

菊池に
サンタがやってきた！

12　
　24

江
え が し ら

頭実
みのる

市長㊧に受賞を報告した黒田さん㊨

黒
く ろ だ

田章
あ き ら

さんが
組織活動功労表彰受賞

　九州ブロック身体障がい者相談員研修会が長崎県
で開催され、菊池市身体障がい者相談員の黒田章さ
ん（菊池市身体障がい者福祉協議会会長）が組織活
動功労表彰を受賞しました。
　黒田さんは、平成 20 年に身体障がい者のための
相談日を開設し、相談業務を充実したことや、市協
議会の活性化のための会員証の発行、協力店の獲得
などに尽力したことが評価され、今回の受賞となり
ました。

12　
　17

１ ２

３

　旭志中学校の生徒が、自治公民館活動推進員と共
に 70 歳以上で一人暮らしの高齢者 80 人に花を届
けました。花は、生徒たちが昨年８月から丹精込め
て育てたビオラ。花を受け取った高齢者は「子ども
たちが笑顔で届けてくれるのでとてもうれしい。春
には可愛い花が咲くのを今からとても楽しみにして
います」。生徒は「笑顔で“ありがとう”と言って
もらえるのはうれしい。皆さんには元気に過ごして
欲しい」と笑顔を見せました。

　クリスマスイブの日、菊池第２幼楽園（冨
と み た

田
知

ち え こ

惠子園長）にサンタクロースが訪れ、園児にプレ
ゼントを配りました。
　サンタに扮したのは堤

つつみ

照
てらす

さん 81 歳（栄町）。園
児に喜んでもらおうと毎年市内の保育園などで続け
ており今回で 15 回目。堤さんは園児一人一人にま
んじゅうを配りながら握手をし、「ちゃんとごあい
さつしていますか」とたずねると、園児たちは「は
い！」と元気に返事をしていました。
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
方
法
と
し
て

２
年
前
納
（
口
座
振
替
）
が

始
ま
り
ま
す

　

口
座
振
替
前
納
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所

（
郵
送
も
可
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈮

　

平
成
26
年
度
１
年
分
前
納
（
４
月
～
９
月

分
の
６
カ
月
前
納
を
含
む
）

　

既
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人
は
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
方
法

　

申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が

必
要
で
す
。
年
金
手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年

金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
届

出
印
の
押
印
も
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
、

金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
届
出
印
や
、
口
座
氏
名
な
ど
の

相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た
場
合
は
、
１
年

前
納
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
際
は
、
届
出
印
と
口

座
氏
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　
４
月
30
日
㈬

　

残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
毎
月
の
口
座

振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
）。
特
に
初
め
て

口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
前
納
を
申
し
込
ん

だ
人
は
、
１
年
前
納
の
保
険
料
に
加
え
て
、

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
は
が
き
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

平
成
25
年
11
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

証
明
内
容
は
、
平
成
25
年
１
月
～
10
月
１

日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合

の
納
付
見
込
額
で
す
。

２
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

平
成
25
年
10
月
２
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

人
に
、
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

３
月
分
の
保
険
料
（
１
万
５
０
４
０
円
）
が

同
時
に
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
末
の
口
座
振
替
分
よ
り
、
割
引
額
が

よ
り
大
き
な
２
年
前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
利
用
が
可
能

で
す
。
毎
年
２
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
手
続

き
が
必
要
で
す
。

２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト

▼�

２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割
引
と
な

り
ま
す
。

▼�

２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼�

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
６
１

電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

①�

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人

が
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
な
く
し

た
場
合

▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
６
１

②�

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
、
源
泉

徴
収
票
を
な
く
し
た
場
合

▼
年
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
１
）
１
６
５

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
２

※�

電
話
で
依
頼
す
る
場
合
は
、
手
元
に
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、

本
人
が
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

直
接
熊
本
西
年
金
事
務
所
へ
取
り
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
前
納
の

　

申
し
込
み
は
お
早
め
に

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
控
除
証
明
書

3

9

6

2

10

11

4

1

5

8 7

菊池を守る人々の競演
菊池市
消防団平成26年

1.市民の生命・身体・財産を守る消防団員たち　2.岩木団長　3.通常点検　4.10.11.
幼稚園・保育園児による元気いっぱいの通常点検　5. ラッパ隊の軽快な演奏　
6.7. 七城中・七城小の通常点検　8. 通常点検で優勝した第８分団　9. 火災時の初
期消火で感謝状を受けた３人（左から田原亜弥さん、田端郁実さん、桜木板金さん）問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課

菊
池
市
消
防
団
出
初
式
は
、

菊
池
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
岩い
わ
き木
憲の
り
ふ
み文
団
長

以
下
１
３
３
０
人
の
団
員
が
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
４
列
に
整
列

し
て
規
律
や
服
装
な
ど
を
点
検
す

る
通
常
点
検
を
実
施
。
機
敏
な
動

作
や
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
行
進
を
見

せ
る
な
ど
、
団
員
た
ち
は
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
に
は
、
七
城
小
・
中

学
校
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
福
本

保
育
園
、
さ
く
ら
保
育
園
、
双
羽

幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
出

場
。
寒
空
の
下
、
大
き
な
掛
け
声

を
響
か
せ
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

に
披
露
す
る
と
、
訪
れ
た
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　
通
常
点
検
競
技
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優
勝　
第
８
分
団（
七
城
方
面
隊
）

２
位　
第
15
分
団（
泗
水
方
面
隊
）

３
位　
第
９
分
団（
七
城
方
面
隊
）
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近年、日本では小さく生まれる赤ちゃんの割合が少しずつ高くなってきてい
ます。妊娠 22 週から 36 週までの出産を「早産」といい、予定日より早く生
まれてくる赤ちゃんは体重が少なかったり、生活力が弱かったりすることが
あります。今回は早産にならないために何が大切かお伝えします。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

　
12
月
13
日
・
20
日
の

歯
科
検
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た

子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

宮み
や

川が
わ

大た
い

雅が　
（
○菊　
大
琳
寺
）

岡お
か

本も
と

真ま

衣い　
（
○菊　
上
赤
星
）

中な
か

原は
ら

望の

愛あ　
（
○菊　
下
長
田
）

松ま
つ

原ば
ら

実み

咲さ
き　
（
○菊　
亘
）

髙た
か

木き

奏そ
う

佑す
け　
（
○菊　
北
原
）

西に
し

口ぐ
ち

丈じ
ょ
う

太た

郎ろ
う

（
○菊　
北
宮
）

田た

邉な
べ

涼り
ょ
う

誠せ
い　
（
○菊　
大
琳
寺
）

出い
で

田た

文ふ

月づ
き　
（
○菊　
東
原
）

前ま
え

川か
わ

晟ま
さ

毅た
か　
（
○菊　
北
宮
）　

入い
り

江え

夏な

奈な　
（
○菊　
北
原
）

城じ
ょ
う　
朱あ

か

莉り　
（
○菊　
遊
蛇
口
）

池い
け

田だ

茜あ
か

衣ね　
（
○菊　
花
房
台
）

古ふ
る

田た

悠ゆ
う

羽わ　
（
○菊　
野
間
口
）

堀ほ
り

田た

陽ひ

香か

莉り

（
○菊　
深
川
）

堀ほ
っ

田た

詩し

陽は
る　
（
○菊　
立
町
）

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健やかな妊娠と
出産のために大切なこと

健康だより

　

本
市
は
、
県
や
全
国
と
比
べ
て
早

産
で
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早
産
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
女
性
は
妊
娠

前
・
妊
娠
中
を
通
し
て
健
康
を
意
識

し
た
生
活
を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
人
や
将
来
出
産
を
希
望

す
る
人
は
、
早
産
に
な
ら
な
い
た
め

に
次
の
点
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

早
産
に
な
り
や
す
い
要
因

　

妊
娠
前
体
重
の
や
せ
、
妊
娠
中
の

体
重
増
加
不
良
、
妊
娠
高
血
圧
症
候

群
（
妊
娠
中
毒
症
）、
た
ば
こ
、
飲
酒
、

歯
周
病
、
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
感
染
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
中
の
人
は
過

労
や
ス
ト
レ
ス
に
注
意
が
必
要
で
す
。

早
産
を
予
防
す
る
た
め
に
は

①
体
重
の
管
理

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
㎏
÷
身
長
ｍ
÷
身

長
ｍ
）
が
18
・
５
未
満
の
「
や
せ
」

の
場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
も
伸
び

に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。（
18
・

５
≦
ふ
つ
う
≦
25
・
０
）

　

最
近
は
、
若
い
女
性
の
や
せ
傾
向

が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
栄
養
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
妊
娠
前
か
ら
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
に
必
要
以
上
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
す
る
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長

に
必
要
な
栄
養
が
確
保
で
き
ず
、
妊

婦
の
貧
血
、
切
迫
早
産
、
体
重
の
軽

い
赤
ち
ゃ
ん
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
逆
に
、
太
り
す
ぎ
や
肥
満
は
、

出
産
時
の
危
険
性
を
高
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※�

切
迫
早
産　

ま
だ
分
娩
の
時
期
で

は
な
い
の
に
、
陣
痛
の
よ
う
に
お

腹
が
張
る
、
出
血
、
子
宮
口
が
開

く
、
破
水
な
ど
症
状
が
現
れ
、
早

産
と
な
る
危
険
性
が
高
い
状
態
。

②
生
活
習
慣
病

　

高
血
圧
に
な
る
と
、
胎
盤
へ
の
血

液
供
給
が
不
十
分
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
）。

そ
う
な
る
と
、
胎
盤
の
血
流
量
を
維

持
し
よ
う
と
胎
盤
が
母
体
の
血
管
を

収
縮
さ
せ
る
物
質
が
作
り
出
さ
れ
、

子
宮
を
刺
激
、
収
縮
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
な
る
と
、
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
な
り
、
絨じ

ゅ
う
も
う
ま
く

毛
膜
羊よ
う
ま
く
え
ん

膜
炎

を
合
併
す
る
頻
度
が
高
く
な
る
と
考

え
ら
れ
、
早
産
に
な
り
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
妊
婦
健
診

を
受
け
、
日
常
生
活
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
若
い
時
か
ら
生
活

習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※�

絨
毛
膜
羊
膜
炎　

細
菌
性
膣
症
な

ど
を
起
こ
す
細
菌
が
羊
水
を
包
む

卵
膜
ま
で
及
ぶ
こ
と
。

③
た
ば
こ
の
影
響

　

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
一
酸
化
炭
素

と
ニ
コ
チ
ン
は
、
低
酸
素
症
や
血
管

収
縮
を
引
き
起
こ
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の

発
育
を
遅
ら
せ
た
り
絨
毛
膜
羊
膜
炎

を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
危
険
性
を

高
め
ま
す
。

　

喫
煙
す
る
妊
婦
は
、
喫
煙
し
な
い

妊
婦
よ
り
１
・
４
～
１
・
５
倍
程
度
早

産
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。
妊
婦
さ
ん
と

同
じ
部
屋
で
喫
煙
す
る
人
が
い
る
場

合
も
喫
煙
と
同
じ
害
が
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
人
も
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

④
飲
酒
の
影
響	

　

妊
娠
中
の
飲
酒
は
自
然
流
産
の
危

険
性
を
高
め
、
日
常
的
な
飲
酒
に
よ

り
出
生
体
重
は
約
１
～
１
・
３
㎏
減

少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
胎
児

の
奇
形
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
飲
酒
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
歯
の
健
康

　

歯
周
病
に
な
る
と
免
疫
機
能
が
働

き
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
い
う
物
質
が

作
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
歯

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と　

き　

２
月
18
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

泗
水
総
合
支
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

服
薬
に
関
す
る
基
準
が
変
更
さ
れ

緖お

方が
た

碧あ
お

音と　
（
○菊　
原
細
永
）

三み

池い
け

雫し
ず

菜な　
（
○旭　
あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

水み
ず

上か
み

藍あ
い

花か　
（
○旭　
姫
井
）

瀬せ

口ぐ
ち

雄ゆ
う

誠せ
い　
（
○旭　
南
桜
ヶ
水
）

緒お

方が
た

心み

優ゆ　
（
○七　
山
崎
）

金か
な

光み
つ

優ゆ

芽め　
（
○七　
流
川
）

吉き

良ら

成せ
い

史じ　
（
○七　
雇
用
促
進
住
宅
）

髙た
か

森も
り

颯ふ
う

斗と　
（
○泗　
富
の
原
東
）

上う
え

野の

真ま

菜な　
（
○泗　
富
の
原
一
）

杉す
ぎ

本も
と

柚ゆ
ず

季き　
（
○泗　
桜
山
四
）

瀬せ

崎ざ
き

彩さ
や

花か　
（
○泗　
永
）

田た

嶋し
ま

妃ひ

夏な
つ　
（
○泗　
富
の
原
東
）

松ま
つ

田だ

妃き

倫り　
（
○泗　
久
米
二
）

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
甘
い
も
の
を
控

え
る
」
「
歯
み
が
き
を
す
る
」
「
歯
を

強
く
す
る
」
「
定
期
健
診
を
受
け
る
」

「
仕
上
げ
磨
き
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

ぐ
き
の
血
管
か
ら
子
宮
に
到
達
し
て

刺
激
す
る
こ
と
で
子
宮
収
縮
を
起
こ

し
、
早
産
し
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
唾
液
の
分
泌
量
が
低
下

し
ま
す
の
で
、
お
口
の
中
は
汚
れ
や

す
い
環
境
に
な
り
が
ち
で
す
。
妊
娠

前
か
ら
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、

日
頃
か
ら
お
口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

⑥
絨
毛
膜
羊
膜
炎

　

細
菌
性
膣
症
な
ど
を
起
こ
す
細
菌

が
、
羊
水
を
包
む
卵
膜
ま
で
到
達
す

る
と「
絨
毛
膜
羊
膜
炎
」と
な
り
ま
す
。

絨
毛
膜
羊
膜
炎
に
な
る
と
免
疫
機
能

が
働
き
、
炎
症
を
起
こ
し
て
子
宮
を

収
縮
さ
せ
る
物
質
を
作
り
出
し
ま
す
。

こ
れ
が
作
用
し
て
、
子
宮
の
収
縮
や

頸
管
を
熟
化
（
頸
管
を
柔
ら
か
く
、

短
く
、
子
宮
口
を
広
げ
、
出
産
と
同

状
態
を
つ
く
る
）
さ
せ
ま
す
。

　

炎
症
を
起
こ
し
た
組
織
か
ら
酵
素

が
出
さ
れ
、
こ
の
酵
素
が
卵
膜
を
溶

か
す
た
め
、
破
水
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
重
な
る
こ

と
で
、
早
産
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
性
感
染
症
も
早
産
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
は
お
な
か
の
張
り
、
お
り

も
の
の
変
化
な
ど
に
は
充
分
に
注
意

し
、「
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
」

と
気
に
な
っ
た
ら
、
早
め
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

⑦
立
ち
仕
事
・
過
労
働

　

長
時
間
の
立
ち
仕
事
に
よ
り
子
宮

が
収
縮
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
重
い

荷
物
を
抱
え
る
な
ど
、
お
な
か
に
力

を
入
れ
る
こ
と
で
お
な
か
の
張
り
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

妊
娠
を
機
に
立
ち
仕
事
や
運
搬
な

ど
の
業
務
か
ら
外
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
す
。「
母
性
健
康
管
理
指

導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
」
を
活
用
で
き

ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
妊
娠
届
出

時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

上
に
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

＜妊娠中の人へ＞

　早産を予防するために、以
下のことを守りましょう。
①�妊婦健診受診券（市から助

成あり）を活用して欠かさ
ず受診し、医師の指示を守
りましょう。

②�妊娠中の性行為は感染防止
のためコンドームを使用し
ましょう。

③�禁煙・禁酒・体重管理に努
めましょう。

④�安定期には必ず歯科健診を
受けて、お口の中をチェッ
クしましょう。

⑤�何か気になる症状があれ
ば、早めに受診しましょう。

抱
っ
こ
は
な
る
べ
く
避
け
、
座
っ
た

姿
勢
で
抱
っ
こ
し
た
り
、
他
の
人
に

代
わ
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
の

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
ス
ト
レ
ス

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、
多
量
の

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
（
興
奮
す
る
と
体
の

中
で
で
る
神
経
刺
激
ホ
ル
モ
ン
）
が

分
泌
さ
れ
、
子
宮
が
反
応
し
て
子
宮

収
縮
を
起
こ
し
、
早
産
の
危
険
性
が

高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
解
消
に
努
め
、
の
ん
び
り
気
分

で
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

　

早
産
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
に
と
っ
て
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
最
近
、
早
産
で

生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
や
低
出
生
体
重

児
（
出
生
時
２
５
０
０
ｇ
以
下
の
赤

ち
ゃ
ん
）
は
、
将
来
生
活
習
慣
病
に

な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
し
て
か
ら
早
産
を
予
防
す
る
だ

け
で
な
く
、
妊
娠
す
る
以
前
か
ら
自

分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
健
や
か

な
赤
ち
ゃ
ん
が
育
つ
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

妊
娠
の
診
断
を
受
け
た
ら
で
き
る

だ
け
早
く
妊
娠
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

妊
婦
健
診
の
補
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
早
産
の
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

た
こ
と
で
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で

も
献
血
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場
で
医
師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
明
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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♬

お話講座②を開催します♪ ☆図書館・図書室を桜の花でいっぱいに☆

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
「鬼は外！福は内！」の声が聞
こえる節分。寒さの中の立春。
日本の季節感や言葉は美しい
ですね。　　　　　コスモス

耳より情報

泗水図書館
　五峰の鷹
　三陸の海
　尾根を渡る風
　私のなかの彼女
　くまモン博士、カバさん
　勘三郎伝説
　こやぶ医院は、なんでも科　
　こうさぎと４ほんのマフラー
中央公民館図書室
　医者が教える正しい呼吸法
　これで安心！不整脈
　つばさのおくりもの
　レーン
　おまじないは魔法の香水
　ぼくのなまえはダメ！
七城公民館図書室
　幻夏
　がんばらなくていいんだよ
　ゆきのうえゆきのした
　ペンギンとざんたい
旭志公民館図書室
　 黎 明 に 起 つ　　　　　　　　　　　　
　手軽につくれる水引アレンジＢＯＯ K　
　ふみきりカンカンなにがくる？
　にゃんにゃんべんとう

安
あ べ

部龍
り ゅ う た ろ う

太郎　著
津
つ む ら

村節
せ つ こ

子　著
笹
さ さ も と

本稜
り ょ う へ い

平　著
角
か く た

田光
み つ よ

代　著
永
な が の

野芳
よ し の ぶ

宣　著
関
せ き

　容
よ う こ

子　著
柏
か し わ ば

葉幸
さ ち こ

子　著
でくね　いく　作

有
あ り た

田秀
ひ で ほ

穂　著
杉
す ぎ

　薫
かおる

　監修
小
お が わ

川　糸
い と

　著
あさのあつこ　著

あんびるやすこ　作
マルタ・アルテス　作

太
お お た

田　愛
あ い

　著
酒
さ か い

井雄
ゆ う さ い

哉　著
ケイト・メスナー　文

斉
さ い と う

藤　洋
ひろし

　作

伊
い と う

東　潤
じゅん

　著
長
な が う ら

浦ちえ　著
西
に し か た

片拓
た く し

史　著
きむらゆういち　作

万
句
の
里
俳
句
会
　
12
月
句
会

時
雨
来
て
濡
ら
し
て
ゆ
き
し
旅
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山　
邦
子

や
わ
ら
か
き
光
の
中
の
花は

な
や
つ
で

八
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永　
久
子

木
洩
れ
日
の
残
る
紅
葉
を
称た

た

へ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
路　
郁
子

山や
ま
か
げ陰

の
風
の
忘
れ
し
冬
も
み
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
本　
ト
ミ

川
に
散
り
洗
は
れ
て
ゐ
る
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
ひ
さ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
12
月
例
会

寒
空
を
仰
ぎ
去
り
ゆ
く
年
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
大
寿

闇
汁
の
途
絶
え
偲
ぶ
や
師
の
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

住
み
古
り
て
目
貼
り
我
が
家
の
冬
構
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

煤
掃
き
に
適
ふ
こ
よ
な
き
日
差
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

松
島
一
望
千
厳
山
は
冬
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
12
月
詠
草

干
し
柿
の
甘
き
か
ほ
り
や
納
屋
の
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

熟
れ
柿
に
番つ

が

い
の
鴉
朝
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

北
窓
を
閉
め
て
隣
の
遠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

恵
ま
れ
し
小
春
日
和
や
野
良
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

　
肥
後
狂
句
桜
会
　
12
月
例
会

さ
ぞ
よ
か
ろ　
何
食
て
も
肥
満
と
無
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
堀　
善
教

ど
こ
か
変　
同
じ
こ
つ
又
尋
ね
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
○
子

固
ま
ら
ん　
ま
ァ
だ
ギ
ブ
ス
の
外
さ
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

ど
こ
か
変　
冷
凍
物
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

な
れ
て
き
た　
失
言
だ
け
は
要
注
意　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
12
月
例
会

忘
年
会　
一
日
お
き
に
出
て
行
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

お
品
書
き　
見
て
も
わ
か
ら
ん
達
筆
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

ま
た
肥
え
た　
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
２
台
要

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

孤
独
死　
添
い
寝
し
と
っ
た
遺
言
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

孤
独
死　
冬
は
四・五
日
ね
ま
ら
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶

七
城
短
歌
会
　
12
月
詠
草

逝
き
し
夫
の
追
憶
些
細
も
書
き
綴
る
ノ
ー

ト
一
冊
私
の
遺
産　
　
　
　
緒
方　
寛
子

ア
コ
ー
デ
オ
ン
練
習
し
つ
つ
寒
の
夜
更
け

ま
ま
に
な
ら
な
い
我
の
指
先　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上　
幾
雄

蟻
の
群
れ
蜻
蛉
の
屍
に
寄
り
た
か
り
御
輿

の
如
く
担
ぎ
ゆ
く
な
り　
　
岩
崎　
照
代

近
づ
け
ば
一
斉
飛
び
立
つ
む
ら
雀
実
り
始

め
の
稲
穂
を
荒
ら
し　
　
　
嶋
田　
晴
美

留
守
に
娘
が
来
て
植
え
く
れ
し
パ
ン
ジ
ー

が
デ
イ
帰
り
の
吾
慰
め
く
れ
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
川　
つ
ぎ

里
の
短
歌
会
　
12
月
詠
草

久
び
さ
に
娘
の
家
族
ら
と
往
く
阿
蘇
路
銀

杏
に
染
ま
り
つ
つ
新
蕎
麦
を
食
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
見　
朱
實

時
雨
後
の
み
ど
り
の
苔
に
紅
葉
の
も
み
じ

し
っ
と
り
秋
月
城
趾　
　
　
梶
原
美
智
代

デ
ィ
ケ
ア
の
送
迎
バ
ス
の
去
り
し
あ
と
紅

葉
散
り
敷
く
道
に
風
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城　
雅
子

菊
池
野
の
広
が
る
雲
の
切
れ
間
よ
り
光
の

柱
地
に
直
に
立
つ　
　
　
　
緒
方　
悦
子

霜
枯
れ
の
白
菊
の
片
へ
水
仙
の
一
群
凜
と

寒
に
入
り
ゆ
く　
　
　
　
　
松
本　
幾
代

菊
池
短
歌
会
　
１
月
詠
草

駈
け
て
ゆ
く
午
を
夢
み
て
迎
え
た
る

九
十
一
才
若
帰
る
べ
し　
　
岩
木　
妙
子

そ
れ
ぞ
れ
の
時
も
て
行
き
交
ふ
カ
タ
ー
ル

の
人
種
坩る

つ
ぼ堝
の
な
か
を
漂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
永　
典
子

数
へ
日
と
な
り
ゆ
く
日
々
の
あ
わ
た
だ
し

八
十
路
の
扉
そ
こ
に
見
え
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田　
昭
子   

歩
武
堂
々
時
は
年
輪
刻
み
を
り
今
朝
は
年

初
の
雑
煮
に
向
ふ　
　
　
　
古
賀　
勝
士

ふ
た
つ
み
つ
柑
子
の
黄く

わ
う

を
摘
み
残
し
独
り

越
え
ゆ
く
冬
の
わ
が
視
野　
竹
野
美
智
代

「使命と魂のリミット」
東
ひ が し の

野圭
け い ご

吾　著

　暇と時間をたくさん持ってい
る、高齢の愛読者です。毎日
本と向き合える幸せ者。本は歴
史、エッセイも読みますが、小
説が大好きです。
　中央図書室に通い３年余り。
もう800冊近く読んでいます。
色んな作家作品の中、１番のフ
ァンは「東野圭吾」さん。彼の
作品は、自分の中では全て読み

尽くしているといえるくらい。以前に借り、最近読み
返した「使命と魂のリミット」は、なんと感動させら
れたことか。主人公のナースは父の死に疑問を持ち、
その仇と思う医師の下で修業しつつチャンスを待つ。
その医師が残り少ない自分の命をかけて、一人の患者
を救おうとする。今は母の大切な人でもある医師の姿
にとまどいながら、使命か仇かと迷い悩む。
　東野作品はハードな面、優しさ、心の豊かさと奥深
い。コミカルな「ガリレオ」シリーズ、自称新参者と
いう刑事のシリーズなど、上げ始めると数限りないで
す。これからもさまざまな作家、作品をリクエストも
しつつ愛読していきます。

安
あんどう

藤宣
の ぶ こ

子さん
（栄町）

テーマ　「お国なまりで昔話を楽しむ」
　口述文化の昔話を、菊池・合志の語り手の皆さんにご自
身の言葉で語ってもらいます。
　寒い冬、懐かしい昔話の世界に浸ってみませんか？
定　員　40人
　申し込み・問い合わせは泗水図書館へ

と　き　2月22日㈯　午後1時30分～3時
ところ　泗水図書館

　市内図書館・図書室の壁に「桜の花」を咲かせましょ
う。花びらは各図書館・図書室で準備をしています。
　メッセージ、好きな本の紹介、お絵かき、１枚1枚の花
びらに書いて「全国さくらシンポジウム」を盛り上げまし
ょう！！

と　き　２月１日㈯～４月６日㈰
ところ　泗水図書館・各図書室
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ナ
イ
フ
を
使
っ
た
体
験

　
昭
和
40
年
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、

小
刀
（
ナ
イ
フ
）
を
使
っ
て
鉛
筆
を
自

分
好
み
に
削
っ
て
い
た
経
験
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
少
年

た
ち
に
人
気
だ
っ
た
の
が
「
肥ひ

ご
の
か
み

後
守
」。

日
本
で
戦
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
折
り

た
た
み
ナ
イ
フ
で
す
。

　

あ
る
調
査
で
は
「
包
丁
を
何
度
も

使
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
小
学

校
４
年
生
は
半
分
以
下
と
い
い
ま
す
。

最
近
は
包
丁
で
さ
え
身
近
な
も
の
で
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
が
行

う
竹
細
工
体
験
で
は
、
ナ
イ
フ
を
使
わ

な
い
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
が
人
気
で
す
が
、

肥
後
守
を
使
っ
た
竹
箸
づ
く
り
も
根
強

く
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
少
時
に
脳

の
運
動
の
半
分
近
く
を
占
め
る
「
手
の

神
経
」
を
刺
激
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
ま
た
昔
な
が
ら
の
体
験
に
は
、

道
具
の
正
し
い
使
い
方
を
体
得
す
る
だ

け
で
な
く
、
危

険
に
対
す
る
察

知
能
力
や
判
断

力
な
ど
を
総
合

的
に
高
め
る
こ

と
に
も
繋
が
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　

☎
０
９
６
８
（
27
）
０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

わいふ一番館だより

紫光書道会　書き初め展　紫光書道会
期　間　２月４日㈫～ 16 日㈰
　紫光書道会小中学生の書き初め小型条幅書道展。上位入
賞者の作品および内員の小作品を展示。

吊るしびな展示会　吊るしびな愛好会
期　間　２月 18 日㈫～３月 16 日㈰
　楽しいひなまつりの行事に、吊るしびなを添えました。
女の子の健やかな成長と幸せの願いを込めた作品です。

【まちかど資料館・企画展示室】
菊池一族の墓碑を巡る
～ 24 代栄枯盛衰の果て菊池一族ここに眠る
期　間　～３月 30 日㈰
　菊池一族は約 450 余年もの長期にわたり中世の混乱の時
代、菊池の繁栄を保ち続けました。また、征西府を菊池・
太宰府に置き九州の統一をも図りました。広域に点在する
菊池一族の墓碑を巡り、一族の功績をたどります。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報

開館時間　午前９時～午後５時30分
※期間中の休館日はありません。
※�２月１日㈯～６日㈭まで、展示室のみ清掃と展示準備の

ため閉鎖します。
※�ひなまつり期間中は常設展示を行いませんのでご了承く

ださい。

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○44

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

認定番号第ふるさと H24-21 号
推薦者　前川区

竹箸作り体験

認定番号第ふるさと H24-22 号
推薦者　高野瀬区

　

毎
年
お
正
月
、
前
川
区
の
子
ど
も

た
ち
は
、
新
し
い
稲
ワ
ラ
を
す
ぐ
り
、

手
を
洗
い
清
め
、
馬
と
銭ぜ

に

縄な
わ

を
つ
く

り
ま
す
。
大
根
を
切
っ
た
台
に
松・竹・

梅
の
小
枝
を
指
し
た
物
と
一
緒
に
配

り
、
も
ら
っ
た
餅
で
ぜ
ん
ざ
い
を
つ

く
っ
て
み
ん
な
で
食た

べ
る
の
を
お
正

月
の
行
事
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

農
家
に
と
っ
て
馬
は
、
田
畑
を
耕

し
荷
物
を
運
ぶ
大
切
な
労
働
力
で
し

た
。
馬
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
感
謝
す
る

子
ど
も
た
ち
の
伝
統
行
事
と
し
て
永

年
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
少
子
化
に
よ
り
、
今
で
は
区
全
体

の
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

馬
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
馬
つ
く
り
は
区
の
大
切
な

行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

先
祖
代
々
を
合
わ
せ
た
霊
を
祭
る

も
の
で
、
ご
神
体
は
「
順

じ
ゅ
ん

善ぜ
ん

逆ぎ
ゃ
く

修し
ゅ
う

地じ

蔵ぞ
う

尊そ
ん

」
で
す
。
逆
修
と
は
、
生
前
に

あ
ら
か
じ
め
自
分
の
死
後
の
冥
福
を

祈
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り
が
若
者
の

冥
福
を
祈
る
意
味
も
あ
る
の
で
、
戦

で
亡
く
な
っ
た
若
い
武
士
の
霊
も
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
、
細ほ

そ

川か
わ

重し
げ

賢た
か

公
が
菊

池
城
に
来
て
「
も
の
の
ふ
の
す
み
か

は
荒
れ
て
轡

く
つ
わ

虫
」
と
詠
い
、
菊
池
一

族
の
末
路
を
哀
れ
ん
だ
句
の
「
轡
虫
」

か
ら
転
じ
て
「
虫
気
の
癇か

ん

に
霊
験
が

あ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
参
り
す
る
と
子
ど
も

の
「
虫
気
」
に
効
く
と
言
わ
れ
「
虫

気
観
音
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

馬う
ま

つ
く
り

祖そ
れ
い
し
ゃ

霊
社（
虫む

し
け気
観か

ん
の
ん音
さ
ん
）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       
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よ
り
よ
い
自
分
へ

　
　
　
七
城
中
学
校
３
年　
冨と

み

た田
皓こ

う
だ
い大

　
僕
た
ち
３
年
生
は
７
月
に
２
日
間
、

福
祉
体
験
に
行
き
ま
し
た
。
福
祉
体
験

と
は
、
菊
池
市
の
福
祉
施
設
で
、
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
福
祉
に
つ
い
て
学
習

す
る
も
の
で
す
。
僕
は
、
高
齢
の
方
が

通
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
で
体
験
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
施
設
に
は
、
少
し
耳
が
遠
い
方
、

車
い
す
の
方
、
あ
ま
り
上
手
に
話
す
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
様
々
な
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
正
直
最
初
は
ど
う

接
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
戸

惑
い
も
あ
り
、
あ
ま
り
接
し
た
く
な
い

な
、
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

施
設
の
利
用
者
の
方
か
ら
話
し
か
け
て

下
さ
り
、
自
分
の
祖
母
の
知
り
合
い
や
、

家
が
近
所
の
方
と
わ
か
り
、
話
し
か
け

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
将
棋
を

し
た
り
、
囲
碁
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
る
と
、
自
分
の
祖
父
母
と
遊
ん

で
い
る
み
た
い
で
と
て
も
楽
し
い
時
間

で
し
た
。

　
２
日
目
、
少
し
慣
れ
て
き
て
自
分
か

ら
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
１
日
目
よ
り
も
障
が

い
の
あ
る
方
が
多
く
な
り
、
何
か
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
て
も
聞
き
取
れ
な
く
て
戸

惑
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

目
が
全
く
見
え
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
を
前
に
、
僕

た
ち
は
い
つ
も
の
お
茶
出
し
も
出
来
ず
、

た
だ
つ
っ
立
っ
て
い
る
だ
け
で
、
話
し

か
け
づ
ら
い
な
、
接
し
た
く
な
い
、
と

い
う
感
情
が
ま
た
で
て
き
ま
し
た
。
施

設
の
方
が
腰
を
低
く
し
て
ニ
コ
ニ
コ
と

話
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
す
ご
い

と
は
思
っ
た
け
ど
自
分
で
や
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
日
目
は
結
局

あ
ま
り
た
く
さ
ん
の
方
と
交
流
で
き
ず

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
も
２
日
目
も
、
出
し
物
を
し

た
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し

て
、
僕
は
楽
し
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

で
も
、
施
設
の
利
用
者
の
方
を
楽
し
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
言
わ
れ
る
と
、

自
信
を
持
っ
て
「
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
言
え
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
２
日
間
で
自
分
が

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
持
っ
た
感

情
に
気
付
い
た
か
ら
で
す
。
１
日
目
に
、

実
際
に
関
わ
っ
て
「
楽
し
い
」「
自
分

の
祖
父
母
み
た
い
だ
」
と
感
じ
て
、
よ

く
知
ら
な
い
相
手
な
の
に
見
た
目
や
障

が
い
の
あ
る
な
し
で
関
わ
り
た
く
な
い

と
思
う
の
は
お
か
し
い
、
と
思
っ
た
ば

か
り
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
２
日
目
に

ま
た
「
関
わ
り
た
く
な
い
」
と
感
じ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
僕
は
、
小
学
生
の
頃

か
ら
道
徳
の
時
間
に
「
住
ん
で
い
る
所

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
９

平
成
25
年
度
菊
池
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

第 11 回きくちわいふのひなまつり
期　間　２月７日㈮～３月 16 日㈰
　期間中はたくさんの楽しい企画があ
ります。イベント情報をチェックして
菊池の春をどうぞお楽しみください。

で
差
別
す
る
の
は
お
か
し
い
」と
か「
病

気
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
自
分
た
ち
と

同
じ
な
の
だ
か
ら
、
笑
っ
た
り
避
け
た

り
す
る
の
は
お
か
し
い
」
と
何
度
も
学

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
「
お
か
し

い
こ
と
だ
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
僕
た
ち
に
お
か
し
い

と
指
摘
さ
れ
る
教
材
の
人
物
の
言
動
と
、

今
回
の
福
祉
体
験
の
中
で
僕
が
し
て
い

た
こ
と
は
同
じ
で
し
た
。
や
は
り
、
僕

も
そ
の
時
ば
か
り
口
で
言
え
て
も
実
際

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
気
持
ち

が
あ
っ
た
の
で
施
設
の
方
に
嫌
な
思
い

を
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
人
に
も
嫌
な
思
い
を

さ
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
変
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
体

験
を
通
し
て
、
福
祉
の
仕
事
を
学
ぶ
だ

け
で
は
な
く
、
僕
に
と
っ
て
自
分
の
差

別
心
に
目
を
向
け
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
同
じ
く
福
祉
体
験
を
通
し
て
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
人
た
ち
も
僕

も
実
際
に
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
気
付
け

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分

自
身
で
体
験
し
て
様
々
な
こ
と
を
学
ん

で
い
き
た
い
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
自
分
が
変
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
今
回
の
体
験
を
ま
た
口
だ
け

の
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
々
学
び
、

反
省
し
て
よ
り
よ
い
自
分
に
高
め
て
い

き
た
い
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は

　

訪
問
販
売
や
、
事
業
者
か
ら
の
電

話
な
ど
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
冷
静
に
考
え
直
す
時
間
を
与
え
、

一
定
期
間
内
な
ら
無
条
件
で
解
約
で

き
る
制
度
で
す
。

　

無
条
件
と
は
解
約
の
理
由
を
問
い

ま
せ
ん
。
消
費
者
に
違
約
金
や
返
品

費
用
な
ど
に
つ
い
て
の
金
銭
的
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
済
み
で
も
原

状
回
復
義
務
は
事
業
者
負
担
に
な
り

ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
も
の

　

原
則
的
に
は
訪
問
販
売
な
ど
店
舗

外
で
契
約
し
た
全
て
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
や
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

セ
ー
ル
ス
、
マ
ル
チ
商
法
や
内
職
商

法
は
、
店
舗
で
の
契
約
で
あ
っ
て
も

対
象
と
な
り
、
エ
ス
テ・外
国
語
教
室・

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
な
ど
（
継

続
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
契

約
）
に
も
適
応
さ
れ
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
も
の　

　

現
金
取
引
で
３
千
円
未
満
の
場
合

は
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
食
品
や
化
粧

品
な
ど
政
令
で
定
め
ら
れ
た
消
耗
品

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
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）
９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

で
、「
使
用
す
る
と
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

で
き
な
く
な
る
」
と
表
示
が
あ
る
場

合
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

通
信
販
売
の
取
り
扱
い

　

ま
ず
、
広
告
表
示
に
返
品
が
で
き

る
と
い
う
記
載
が
あ
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
返
品
対
応
に
つ
い
て
何

の
表
示
も
な
い
場
合
、
商
品
な
ど
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
以
内
は

契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は
違
い
、

返
品
の
送
料
は
購
入
者
負
担
で
す
。

通
知
書
の
書
き
方

①
必
ず
書
面
通
知
で
行
う
。

②�

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
販
売

店
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
両
方
へ
。

③
は
が
き
に
書
く
。

④
表
裏
の
コ
ピ
ー
を
取
り
保
管
。

⑤�

「
特
定
記
録
郵
便
」や「
簡
易
書
留
」

扱
い
で
発
信
。

　

マ
ル
チ
商
法
や
内
職
商
法
の
場
合

は
、
20
日
間
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
８
日
間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
て

い
る
場
合
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

←↑昨年のひなまつ
り会場
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菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先
☎…電話番号　Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

介護予防ミニ講座
認知症予防シリーズ②
～楽しく作って脳イキイキ～

　認知症の原因の一つは脳の老化です。高齢にな
ると「記憶する力」「２つの事を同時にする力」「計
画をたてる力」が特に弱ってきます。
　老化しやすいところを鍛えるためには、日常生
活での予防がとても大事です。
≪認知症を予防する料理のススメ≫
★新しい料理を考えてみましょう！
　新しい料理を考える際には、今までの食経験を
思い出すので「記憶する力」が鍛えられます。料
理手順を考える際には「計画をたてる力」が鍛え
られます。
★料理を試作してみましょう！
　料理を作るときには、２つの事を同時に並行し
てやる場面や作業をしながら次の段取りを考える
場面があります。これにより「２つの事を同時に
する力」が鍛えられます。
★より良い献立を考えましょう！
　試作が終わったら、より良い献立を考えましょ
う。工夫を重ねることでさらに脳に良い刺激が与
えられます。
問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ (25)7216

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

菊
池
環
境
保
全
組
合
へ
の
菊
池

市
全
域
加
入
が
決
定
し
ま
し
た

　
菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を
左
記

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

※�

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
受
付
期
間
外
で
も
受
け
付
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
学
校
教
育
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①�

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
そ
の
人
の
子

②�

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
、
大
学
院
、
各
種
専
修
学
校

に
在
学
し
て
い
る
人

　
広
報
き
く
ち
平
成
25
年
12
月
号
26
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、「
菊

　
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
健
診
の
日
程
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
1
月
中
に
個
別
通
知
し
て

い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
種
類　
３・４
か
月
児
健
診　

対
象
児　
七
城
・
旭
志
・
泗
水
地
区
の
平

成
25
年
10
月
生
ま
れ

と　
き　
２
月
６
日
㈭

　
　
　
　
（
変
更
前　
２
月
19
日
㈬
）

　
受
付　
午
後
１
時
10
分
～
１
時
30
分

と
こ
ろ

　
七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係 

　
☎
（
25
）
７
２
１
９

　
平
成
26
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加

入
受
け
付
け
を
３
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

加
入
条
件　
５
人
以
上
で
活
動
す
る
団
体

補
償
内
容　
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動
へ

の
往
復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。
保
険

の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
あ
り
ま
す
。　

そ
の
他　

掛
金
は
中
学
生
以
下
が
年
間

８
０
０
円
～
、
高
校
生
以
上
は
活
動
内
容

に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
（
２
１
３
）
９
０
１
５

　

感
染
性
胃
腸
炎
は
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
、

ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
が
原
因
で
起
こ
る
感

染
症
で
す
。
年
間
を
通
し
て
患
者
の
発
生

は
あ
り
ま
す
が
、
例
年
初
冬
か
ら
増
加
し

始
め
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
冬
に
流
行
す

る
の
は
大
半
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も

の
で
、患
者
は
幼
児
や
学
童
が
中
心
で
す
。

感
染
経
路　
便
や
嘔
吐
物
か
ら
人
の
手

を
介
し
て
感
染
し
た
り
、
洗
浄
や
消
毒

が
不
十
分
で
ウ
イ
ル
ス
が
残
っ
て
い
た

り
す
る
と
、
乾
燥
し
て
舞
い
上
が
っ
た

ウ
イ
ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と
で
も
感
染

し
ま
す
。

症　
状　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
通

常
、
１
～
２
日
で
回
復
し
ま
す
が
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
は
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た

り
、
吐
い
た
物
を
誤ご

え
ん嚥
し
肺
炎
を
起
こ
し

乳
児
健
診
の
日
程
を

変
更
し
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

感
染
性
胃
腸
炎
の

流
行
の
季
節
で
す

③
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

④�

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学
金
の

支
給
ま
た
は
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な

い
人

提
出
書
類

①�

奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
申
請
書
は
学

校
教
育
課
と
各
分
室
教
育
係
に
準
備
し

て
い
ま
す
）

②�

住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
）

③�

世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書
（
６
月
２
日

以
降
に
税
務
課
で
取
得
く
だ
さ
い
）

④
在
学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

▼
公
立
高
校
（
高
専
含
む
）
１
万
８
千
円

▼
私
立
高
校　
　
　
　
　
　
３
万
円

▼
公
立
専
門（
専
修
）学
校　
４
万
４
千
円

▼
私
立
専
門（
専
修
）学
校　
５
万
３
千
円

▼
国
公
立
（
短
期
）
大
学　
４
万
４
千
円

▼
私
立
（
短
期
）
大
学　
　
５
万
３
千
円

決
定
方
法　
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

委
員
会
（
６
月
開
催
予
定
）
で
審
議
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

返
還
方
法

▼
卒
業
後
、10
年
以
内
で
返
還
（
無
利
子
）

▼�

進
学
す
る
場
合
は
卒
業
ま
で
返
還
を
猶

予
可
能（
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
必
要
）

問
●申
学
校
教
育
課　
☎
（
25
）
７
２
３
０

　
各
分
室
教
育
係
（
各
総
合
支
所
内
）

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
症
状

が
消
え
て
も
、
便
中
に
は
１
週
間
程
度
ウ

イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
ま
す
の
で
、
他
者
へ

の
感
染
に
注
意
が
必
要
で
す
。

予
防
方
法

①
十
分
な
手
洗
い

　
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
、
オ
ム
ツ
の

処
理
の
後
、
嘔
吐
物
の
処
理
後
に
は
、
石

け
ん
を
使
用
し
十
分
な
手
洗
い
を
行
う
。

②�

嘔
吐
物
・
便
な
ど
の
取
り
扱
い
に
注
意

す
る

　
処
理
の
注
意
点
・
消
毒
法
・
・
・
処
理

を
す
る
際
は
、マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
嘔
吐
物
や
便
を

ふ
き
取
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、

し
っ
か
り
封
を
し
て
廃
棄
す
る
。
汚
染
し

た
場
所
の
消
毒
に
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム（
塩
素
系
漂
白
剤
）が
有
効
で
す
。

家
庭
用
漂
白
剤
は
、
塩
素
系
と
酸
素
系
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
用
の
塩
素
系
漂
白
剤
は
、
塩
素
濃

度
が
約
５
％
程
度
で
す
。拭
き
取
り
用
は
、

水
千
㎖
に
対
し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
１
杯
、
浸
け
置
き
用
は
、
水
千
㎖
に
対

し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
５
杯
で
必

要
濃
度
が
つ
く
れ
ま
す
。

③�

加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し

っ
か
り
加
熱
（
中
心
温
度
が
85
度
以
上

１
分
以
上
）
し
ま
す
。

④�

調
理
器
具
は
十
分
な
洗
浄
と
消
毒
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

⑤�

具
合
が
悪
い
人
（
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の

症
状
が
あ
る
人
）
は
、
調
理
、
配
膳
に

か
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

参　
考　

▼�

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」

　

http
://w

w
w
.m
hlw

.go.jp
/

to
p
ics/syo

ku
ch
u
/kan

ren
/

yobou/040204-1.htm
l

▼�

食
品
安
全
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方
法
」

　

http://w
w
w
.fsc.go.jp/sonota/

dokukesi-norovirus.htm
l

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係 

　
☎
（
25
）
７
２
１
９

池
環
境
保
全
組
合
」
は
、
平
成
33
年
度
稼

働
予
定
の
新
環
境
工
場
（
一
般
廃
棄
物
）

の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
の
効
率
化
を
目
指
し
、
本
計

画
に
菊
池
市
全
域
が
加
入
で
き
る
よ
う
協

議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
関
係
市
町
の

12
月
議
会
で
規
約
改
正
の
同
文
議
決
が
採

択
さ
れ
、
菊
池
市
全
域
加
入
が
正
式
に
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
は
組
合
に
対
し
、

①�

新
環
境
工
場
稼
働
後
は
、
菊
池
市
全
域

か
ら
排
出
さ
れ
る
全
て
の
一
般
廃
棄
物

を
組
合
の
施
設
に
搬
入
す
る
こ
と
。

②�

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
の
稼
働
延

長
に
伴
う
契
約
不
更
新
に
つ
い
て
、
組

合
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
。

③�

九
州
産
廃
と
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
組

合
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
。

④�

菊
池
市
全
域
加
入
に
つ
い
て
、
市
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
。

⑤�

新
環
境
工
場
稼
働
後
は
、
市
の
廃
棄
物

全
て
が
組
合
に
搬
入
で
き
な
い
場
合
も

全
量
分
の
負
担
金
を
負
担
す
る
こ
と
。

⑥�

遵
守
事
項
に
つ
い
て
、
市
は
責
任
を
持

っ
て
解
決
し
、
組
合
に
は
一
切
の
迷
惑

を
か
け
な
い
こ
と
。

　
以
上
６
項
目
に
つ
い
て
、
市
長
と
市
議

会
議
長
の
連
名
に
よ
る
確
約
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
確
約
書
を
遵
守
し
廃
棄
物

行
政
が
滞
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
新
環
境
工
場
建
設
の
推
進
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
７

毎
週
水
曜
日
に
各
種
証
明
書
の

交
付
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す

と　
き　
毎
週
㈬　
午
後
８
時
ま
で

※
㈬
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

と
こ
ろ　
市
民
課
（
１
番
窓
口
）

証
明
書
の
種
類　
現
在
の
戸
籍
謄
本
・
戸

籍
抄
本
・
戸
籍
附
票
、
住
民
票
、
印
鑑
証

明
書
、
所
得
証
明
書
、
市
県
民
税
課
税
台

帳
記
載
事
項
証
明
書

問
市
民
課　
☎
（
25
）
７
２
１
１

ウ
ナ
ギ
を
捕
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
ウ
ナ
ギ
の
資
源
保
護
の
た
め
、
現
在
県

内
全
域
で
ウ
ナ
ギ
を
捕
る
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
、
全
長
21
㎝
以
下
の
ウ
ナ
ギ
を
捕

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中

は
全
長
21
㎝
を
超
え
る
ウ
ナ
ギ
も
捕
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
違
反
す
る
と
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期　
間　
３
月
31
日
㈪
ま
で

問
県
庁
農
林
水
産
部
水
産
局
水
産
振
興
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
６
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎（25）1000
旭志総合支所　☎（37）3111
泗水総合支所　☎（38）2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先
☎…電話番号　Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っています。
測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定していた結
果の範囲内であることから、日常生活に全く影響が無いこ
とが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
本庁舎 １月８日 雨 0.028

七城総合支所 １月 14 日 晴れ 0.024
旭志総合支所 H25.12 月 17 日 雨 0.024
泗水総合支所 H25.12 月 24 日 曇り 0.018

※�震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結果（平
成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～ 0.078 マイ
クロシーベルト／時）

�▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

H25.12 月 17 日 雨 0.034
H25.12 月 24 日 曇り 0.029

１月８日 雨 0.028
１月 14 日 晴れ 0.029

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou5.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.mext.go.jp/map/ja/area.html
問い合わせ先　環境課環境政策係　☎ (25)7217

　
油
を
処
理
す
る
と
き
は
、
新
聞
紙
に
し

み
こ
ま
せ
た
り
、
凝
固
剤
で
固
め
た
り
す

る
な
ど
し
て
燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。
野
菜
く
ず
や
魚
の
ア
ラ
な
ど
の
食

べ
か
す
は
、
市
販
の
流
し
用
ネ
ッ
ト
や
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
を
使
い
集
め
て
燃
え
る
ご
み

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
油
や
食
べ
か
す
な
ど
を
そ
の
ま
ま
排
水

溝
に
流
す
と
、
管
が
目
詰
ま
り
す
る
原
因

に
な
る
ほ
か
、
河
川
の
環
境
汚
染
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。　
　
　
　

問
下
水
道
課　
☎
（
25
）
７
２
４
４

　
環
境
課　
　
☎
（
25
）
７
２
１
７

排
水
溝
は

河
川
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す※�下水道処理施設（浄化槽・汲取りを含む）

利用者へのお願いです。

廃
車
手
続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車
（
50
㏄
～
１
２
５
㏄
の
バ
イ

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
・
移

転
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

と　
き　
２
月
16
日
㈰

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階

　
　
　
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１

－

４
）

対
象
者　
一
般
・
高
校
生

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　
☎
03
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

番
号 工事名 工事場所 落札者 落札額 落札率 指名

業者数
事業

担当課予定価格

1 平成 24 年度
七城中央地区非常通報装置更新工事 七城町 隔測計装㈱

熊本営業所
22,260,000 95.0% 3

（一般競争） 下水道課23,422,350
2 平成 24 年度

村田地区排水ポンプ場更新工事 村田 熊本利水工業㈱
菊池支店

11,791,605 70.0% 3
（一般競争） 下水道課16,845,150

3 平成 25 年度北宮団地
１棟・６棟・15 棟改修管工事 北宮 ㈲本藤設備 12,495,000 98.0% 11 都市整備課12,753,300

4 平成 25 年度
富納・木柑子水系連絡管布設工事 木柑子 ㈲クドウ工業 16,296,000 97.8% 11 水道局16,660,350

5 平成 25 年度
下長田七城線道路整備工事

七城町
新古閑 ㈱緒方建設 16,012,500 98.6% 16 七城総合支所

産業建設課16,246,650
6 平成 25 年度

菊之池保育園園舎改修工事 野間口 ㈱水上工務店 48,864,900 98.7% 6 都市整備課49,509,450
7 平成 25 年度

菊之池保育園園舎増築工事 野間口 ㈱七城建設 26,827,500 98.5% 6 都市整備課27,243,300
8 平成 25 年度

北宮団地 15 棟改修建築工事 北宮 ㈱荒木重機 13,440,000 99.1% 8 都市整備課13,558,650
9 平成 25 年度

北宮団地１棟改修建築工事 北宮 ㈲石原工務店 12,915,000 99.0% 8 都市整備課13,051,500
10 平成 25 年度

北宮団地６棟改修建築工事 北宮 豊住建設 12,810,000 98.2% 8 都市整備課13,048,350
11 平成 24 年度

地域交流センター外構工事 泗水町豊水 ㈱荒木重機 40,005,000 98.8% 8 都市整備課40,495,350
12 平成 25 年度桜山四区地内

配水管布設替工事（２工区） 泗水町永 ㈱赤星設備 15,102,150 97.4% 11 水道局15,501,150
13 平成 24 年度

菊池南中学校体育部室棟整備工事 隈府 ㈱斉藤工務店 16,241,400 99.0% 8 学校教育課16,413,600
14 平成 25 年度

上高江久米線外道路改良工事 泗水町豊水 ㈱玄創 15,750,000 98.2% 10 土木課16,036,650
15 平成 24 年度

学校空調電気工事（その５） 泗水町 ㈲水元電工 29,295,000 97.0% 7 学校教育課30,213,750
16 平成 24 年度

学校空調電気工事（その３） 西寺外 （資）藤原電工 23,100,000 97.4% 7 学校教育課23,715,300
17 平成 24 年度

学校空調電気工事（その２） 隈府外 ㈱九電工 
菊池営業所

21,210,000 97.5% 7 学校教育課21,761,250
18 平成 24 年度

学校空調電気工事（その４） 旭志外 ㈲城北電気工事 15,067,500 97.8% 7 学校教育課15,402,450
19 平成 24 年度

学校空調電気工事（その１） 隈府 半田電設工業㈱　
菊池営業所

12,547,500 96.7% 7 学校教育課12,973,800
20 平成 24 年度

学校空調管工事（その５） 泗水町 協成設備工業㈱　
菊池営業所

29,757,000 96.7% 11 学校教育課30,771,300
21 平成 24 年度

学校空調管工事（その３） 西寺外 熊本設備㈱ 
菊池営業所

29,085,000 97.8% 11 学校教育課29,738,100
22 平成 24 年度

学校空調管工事（その４） 旭志外 ㈲若山商店 26,176,500 97.0% 11 学校教育課26,987,100
23 平成 24 年度

学校空調管工事（その２） 隈府外 ㈱髙宮城工業 
菊池営業所

25,540,200 97.2% 11 学校教育課26,275,200
24 平成 24 年度

学校空調管工事（その１） 隈府 ㈲磧上水道 24,957,450 97.5% 11 学校教育課25,597,950
25 平成 24 年度

小野崎森北線舗装工事（亀尾１工区） 七城町亀尾 山東工業㈱ 19,041,750 99.4% 16 七城総合支所
産業建設課19,162,500

26 平成 24 年度
小野崎森北線舗装工事（亀尾２工区） 七城町亀尾 ㈱キクナガ建設 17,556,000 98.7% 16 七城総合支所

産業建設課17,784,900
27 平成 24 年度桜山１号線舗装工事 泗水町永 ㈱美麗建設工業 13,939,800 86.6% 18 土木課16,102,800
28 平成 25 年度

菰入清水線道路舗装工事 七城町清水 ㈱七城建設 16,327,500 98.8% 16 七城総合支所
産業建設課16,528,050

29 平成 25 年度半尺穴川 1 号線道路災
害復旧工事 班蛇口 川口建設㈱ 11,707,500 98.8% 13 土木課11,848,200

※落札額が１千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課（☎(25)7205）で閲覧できます。公共事業入札の公表

（税込・円）入札（開札）日：①② 11 月 22 日・③～⑪ 28 日、⑫ 12 月９日、⑬⑭ 12 日、⑮～� 19 日、�～� 20 日

ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
作
業
用
車

両
も
含
む
）
に
、
そ
の
年
の
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
在
車
両
が
無
く
使

用
し
て
い
な
く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
。
も
し
そ
の

よ
う
な
車
両
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か

に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
・
移
転
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
や
車
両
の
所
有

者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
15
日
以

内
に
変
更
手
続
き
を
す
る
よ
う
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と

罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

軽
２・３・４
輪
車
に
つ
い
て

　
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
９
６
（
３
６
９
）
６
８
２
９

問�

自
動
２
輪
車
に
つ
い
て

　
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
６

問��
50
㏄
～
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業

用
車
、
ミ
ニ
カ
ー
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
（
25
）
７
２
０
６

家
畜
の
種
類･
頭
羽
数
な
ど
の

定
期
報
告
が
必
要
で
す

　
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
家
畜
・
家
き
ん

の
所
有
者
は
、
飼
養
状
況
と
衛
生
管
理
の

状
況
を
毎
年
１
回
県
へ
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
飼
養
者

　
毎
年
２
月
１
日
時
点
の
種
類
と
頭
羽
数

を
定
期
報
告
書
に
記
入
し
、
農
林
振
興
課

に
提
出
す
る
か
、
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健

衛
生
所
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

牛
・
水
牛
・
馬　
１
頭
（
平
成
25
年
に

定
期
報
告
し
て
い
な
い
人
）

②�

鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・
イ
ノ
シ
シ

６
頭
未
満

③�

鶏
・
ア
ヒ
ル
・
ウ
ズ
ラ
・
キ
ジ
・
ホ
ロ

ホ
ロ
鳥・七
面
鳥　
１
０
０
羽
未
満（
ア

イ
ガ
モ
と
軍
鶏
は
そ
の
他
に
記
載
）

④
ダ
チ
ョ
ウ　
10
羽
未
満

※�

右
記
頭
羽
数
以
上
の
所
有
者
に
は
、
別

途
報
告
様
式
を
送
付
し
ま
す
の
で
速
や

か
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ハ
ト
や
イ
ン

コ
の
報
告
は
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

報
告
期
限　
３
月
28
日
㈮

　

報
告
様
式
は
熊
本
県
城
北
家
畜
保

健
衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/site/

jouhoku/

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
（
46
）２
０
７
５
・（
46
）３
３
３
２

★菊池市プチ伝説★
菊池市には「ほらを吹く」公務員がいるらしい⁉（オチは 34 ページへ）

33 322014 February広報きくち2014 February広報きくち



各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎（25）1000
旭志総合支所　☎（37）3111
泗水総合支所　☎（38）2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先
☎…電話番号　Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

自
立
を
応
援
！　
た
ま
な
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
進
路
、
人
間
関
係
や
仕
事
な
ど
で
困
っ

て
い
る
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

開
所
時
間　
㈪
～
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
祝
日
を
除
く
）

電
話
・
メ
ー
ル
相
談

　
☎
０
９
６
８
（
74
）
０
０
０
７

　
Ⓜtam

anasapo@
yahoo.co.jp

対
象
者　
15
歳
～
39
歳
の
人
と
そ
の
家
族

内　
容　

▼
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
予
約
制
）

　

�

就
職
に
関
し
て
の
相
談
や
応
募
書
類
の

書
き
方
な
ど
を
個
別
に
支
援

▼�

自
己
分
析
セ
ミ
ナ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
講
座
、
面
接
対
策
、
保
護
者
セ
ミ
ナ

ー
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
学
習
支
援
な
ど

▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
予
約
制
）

▼
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
支
援
）

　

�

自
宅
や
近
く
に
訪
問
し
て
相
談

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

▼
と　
き　
２
月
16
日
㈰
午
後
１
時
開
演

▼�

と
こ
ろ　
九
州
看
護
福
祉
大
学
２
号
館

大
講
義
室
２

▼�

演
題　
「
社
会
へ
の
０・５
段
」
―
不
登

校
・
ひ
き
こ
も
り
か
ら
自
立
へ
―

▼
講
師　
齋さ

い
と
う藤
眞ま

さ
と人
（
立
花
高
校
校
長
）

　
　
　
　

�

高た
か
ざ
わ澤
信し

ん
や也
（
た
ま
な
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）

問
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
６
８
（
74
）
０
０
０
７

募
集

　
こ
の
制
度
は
、
菊
池
市
入
札
参
加
有
資

格
者
（
指
名
願
）
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
事
業
者
に
対
し
、
小
規
模
な
工
事
や

修
繕
な
ど
を
発
注
す
る
こ
と
で
、
受
注
機

会
の
拡
大
と
活
性
化
を
促
し
、
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
工
事　
契
約
金
額
が
50
万
円
以
下
の

　
現
在
、
全
国
的
に
深
刻
な
保
育
士
不
足

問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で
は
「
菊

池
市
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク
」を
設
置
し
、

保
育
園
で
働
き
た
い
人
た
ち
と
保
育
園
の

橋
渡
し
を
行
い
、
就
労
支
援
と
人
材
確
保

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
資
格
を
持
っ
て
い
て
、
現
場
を
離
れ
て

い
る
人
た
ち
の
登
録
申
込
を
お
待
ち
し
て

　
捨
て
る
こ
と
で
理
想
の
自
分
を
見
つ
け

て
、
新
し
い
人
生
へ
！

　
今
ま
で
の
間
違
っ
た
思
い
込
み
や
習
慣

を
見
直
し
て
、
き
れ
い
な
部
屋
や
環
境
を

手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

と　
き　
２
月
15
日
㈯

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階

　
　
　
　
大
研
修
室

講　
師　
平ひ
ら
井い

み
は
る
さ
ん
（
整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

託
児
有
り　
１
歳
～
就
学
前　
先
着
６
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

託
児
申
込
期
限　
２
月
７
日
㈮

申
込
方
法　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
（
で
き
れ
ば
携
帯
）、
託
児
の
有

無
を
記
入
し
て
郵
便
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
●申
〒
８
６
１-

１
３
９
２（
住
所
不
要
）

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎
（
25
）
７
２
１
０

　
Ⓕ
（
25
）
５
７
２
０

　
Ⓜdanjo@

city.kikuchi.lg.jp

　
赤
ち
ゃ
ん
（
第
１
子
の
み
、
生
後
２
～

５
カ
月
）
を
子
育
て
中
の
母
親
を
対
象
に

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ
年
齢
の
赤
ち

ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
同
士
、
一

緒
に
子
育
て
の
勉
強
を
し
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
２
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭
、
３
月

６
日
㈭
・
13
日
㈭
（
連
続
４
回
講
座
）　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
中
小
集
会

室
（
和
室
）

募
集
人
数　
母
子
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代

８
４
０
円
が
必
要
で
す
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
25
）
２
６
２
７

平
成
26
・
27
年
度
小
規
模
工
事

等
契
約
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

市
民
講
座
「
夢
を
か
な
え
る
整

理
術
パ
ー
ト
Ⅱ
」
受
講
者
募
集

「
新
米
マ
マ
の
子
育
て
お
し
ゃ

べ
り
講
座
」
参
加
者
募
集

工
事
・
修
繕
な
ど

申
請
書
・
申
請
の
手
引
き
の
設
置
場
所

▼
財
政
課
入
札
管
財
係

▼
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
入
札
コ
ー
ナ
ー
）

受
付
期
間　
２
月
28
日
㈮
～
３
月
14
日
㈮

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

申
請
上
の
注
意　
入
札
参
加
資
格
者
申
請

（
指
名
願
）
を
提
出
し
て
い
る
人
（
使
用

人
含
む
）
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
す

る
業
種
に
関
す
る
免
許
・
資
格
が
な
い
人

は
、10
年
以
上
の
経
験
年
数
が
必
要
で
す
。

　
資
格
や
業
種
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
財
政
課
入
札
管
財
係

　
☎
（
25
）
７
２
０
５

い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
保
育
園
で
働
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
・
短
時
間

勤
務
な
ど
の
条
件
も
選
択
で
き
ま
す
。

対
象　
保
育
士
・
看
護
師
・
調
理
師
な
ど

申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
備
え
付
け

の「
登
録
申
込
書
」を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

登
録
後
の
流
れ　
登
録
し
て
い
た
だ
い
た

人
は
登
録
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
市
内
保

育
園
長
か
ら
の
情
報
提
供
依
頼
に
基
づ

き
、
市
か
ら
登
録
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

登
録
者
の
中
か
ら
個
別
に
保
育
園
長
か
ら

面
接
な
ど
の
連
絡
が
あ
り
、
面
接
の
結
果

採
用
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
子
育
て
支
援
課
☎
（
25
）
７
２
１
４

㈱
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
主
催

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
熊
本
県
実
業
団
（
ル
ネ
サ
ス
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
）
が
菊
池
に
や
っ
て
き
ま
す
。

と　
き　
3
月
15
日
㈯　

　
一
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
二
部　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館

定　
員　
各
60
人

参
加
料　
無
料

対
象
者　
一
部　
市
内
小
学
生

　
　
　
　
二
部　
郡
市
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

※�

抽
選
で
各
部
20
人
に
サ
イ
ン
色
紙
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
期
限　
３
月
４
日
㈫

問
●申
菊
池
市
総
合
体
育
館

　
☎
（
25
）
３
０
０
１

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
よ
り

多
く
の
人
に
国
有
林
を
身
近
な
存
在
と
し

て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

～
パ
ー
ト
29

　
結
婚
は
し
た
い
が
、
な
か
な
か
そ
の
チ

ャ
ン
ス
が
な
い
…
。
そ
ん
な
あ
な
た
に
出

会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
幸

せ
探
し
に
一
歩
進
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
２
月
23
日
㈰

①
パ
ー
ト
29
Ａ　
午
後
１
時
～
４
時

②
パ
ー
ト
29
Ｂ　
午
後
２
時
～
５
時

と
こ
ろ　
大
津
町
町
民
交
流
施
設
「
オ
ー

ク
ス
プ
ラ
ザ
」

応
募
資
格　

①
20
歳
～
45
歳

②
男
45
歳
以
上
・
女
40
歳
以
上

募
集
人
数　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
履
歴
書
、
写
真
（
上
半
身･

葉
書
サ
イ
ズ
）
２
枚
、
返
信
用
封
筒

（
本
人
の
宛
先
名
記
入
・
80
円
切
手
貼
付
）

を
同
封
し
、郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡

は
っ
ぴ
ぃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

happy1592.justhpbs.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

送
付
先　
〒
８
６
９-

１
２
２
１　
菊
池

郡
大
津
町
陣
内
１
６
５
２　
江え

藤と
う
南な

美み

枝え

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

▼
江
藤
南
美
枝

　
☎
０
８
０
（
２
７
４
５
）
７
７
８
８

▼
有う

働ど
う
勝か
つ
也や

　
☎
０
９
０
（
１
０
８
０
）
３
９
１
３

募
集
人
数　
60
人
程
度

依
頼
期
間　
4
月
～
１
年
間

依
頼
内
容　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
意
見

や
提
言
な
ど
の
報
告
、
局
広
報
紙
へ
の
投

稿
、
会
議
へ
の
出
席
な
ど

応
募
期
限　
２
月
28
日
㈮
※
消
印
有
効

そ
の
他　
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
人
に
は
局
広
報
紙
や
記
念
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
九
州
管
理
局
企
画
調
整
課

　
☎
０
９
６
（
３
２
８
）
３
５
１
１

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、「
第
38
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
（
ヨ
ロ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
）」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
今
度
の
春
休
み
は
全
国
か
ら
集
ま
る
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
通
信
制
の
高
等
学
校

普
通
科
、
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
生
徒
・

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
無

料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限

①
高
等
学
校
普
通
科　
４
月
30
日
㈬

②
生
涯
学
習
通
信
講
座　
通
年
受
け
付
け

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

　
大
津
町
の
弥
護
山
自
然
公
園
（
陽
の
原

キ
ャ
ン
プ
場
）
で
親
子
の
思
い
出
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

　
先
着
20
組
程
度
の
募
集
で
す
の
で
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
２
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　
陽
の
原
キ
ャ
ン
プ
場
（
大
津
町

大
字
真
木
弥
護
山
１
４
９
５-

１
）

内　
容　
キ
ノ
コ
の
コ
マ
打
ち
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
桜
の
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
や
コ
ー
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど

参
加
料　
１
人
５
０
０
円（
昼
食
代
込
み
）

申
込
期
限　
２
月
20
日
㈭　
午
後
５
時

※
親
子
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
●申
明
日
の
観
光
大
津
を
創
る
会
事
務
局

（
大
津
町
交
流
会
館
内
）

　
☎
０
９
６
（
２
９
４
）
２
８
７
７

く
さ
ん
の
人
々
と
一
緒
に
、
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

期　
間　
３
月
26
日
㈬
～
４
月
１
日
㈫

と
こ
ろ　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
島

定　
員

　
日
本
人
小
学
生　
　
　
２
０
０
人

　
在
日
外
国
人
小
学
生　
１
０
０
人

申
込
期
限　
３
月
５
日
㈬
（
先
着
順
）

そ
の
他

　
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
費
用
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
03
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

★こたえ ⇒ ホラはホラでも「法螺（ほら）貝」を吹く公務員でした！
　　　　　  ※プチ伝説の詳細はホームページでご覧ください。

弥
護
山
自
然
体
験
教
室

参
加
者
募
集
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎（25）1000
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相
談

　
子
育
て
や
家
族
、
体
、
職
場
の
人
間
関

係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
こ
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
臨
床
心
理
士

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
相
談

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
・
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
。事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

手
帳
の
申
請
な
ど
の
相
談
日
を
設
け
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
19
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

支
援
内
容　
▼
起
業
・
経
営
に
関
す
る
資

料
探
し
の
サ
ポ
ー
ト
▼
起
業
・
経
営
相
談

（
毎
週
日
曜
午
後
）
要
予
約
▼
セ
ミ
ナ
ー

起
業
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

▼
テ
ー
マ　
「
身
近
な
起
業
家
に
学
ぶ
」

▼
と　
き　
３
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
40
分

▼
と
こ
ろ　
県
立
図
書
館
３
階
大
研
修
室

▼
参
加
費　
無
料
（
要
事
前
申
し
込
み
）

�

問
●申
熊
本
県
立
図
書
館

　
☎
０
９
６
（
３
８
４
）
５
０
０
０

　
Ⓕ
０
９
６
（
３
８
５
）
２
９
８
３

　
来
所
か
電
話
で
社
会
保
険
労
務
士
の
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
そ
の
他
の
労
働

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と　
き　
２
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８-

６

　
朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１
階　

内　
容　
未
払
い
賃
金（
未
払
い
残
業
代
）

に
つ
い
て

問
相
談
先　
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

も
の
忘
れ
相
談
会

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
た

め
の
相
談
日

あ
な
た
の
起
業
や
会
社
の
経
営

改
善
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
労
働
相
談

と　
き　
２
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課

※�

各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課　
☎
（
25
）
７
２
０
８

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

対
象
に
「
家
族
の
つ
ど
い
」
を
毎
月
開
催

し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、

介
護
を
し
て
い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分

か
り
合
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

話
を
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し
い
毎
日
の
息
抜

き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
27
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
茶
話
会
、
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い

ま
す
。相
談
無
料
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
３

講
演
・
講
習

と　
き　
２
月
25
日
㈫　
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

内　
容　
「
す
き
ま
風
」（
杉す

ぎ

良り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
）
や

「
北
国
の
春
」（
千せ

ん

昌ま
さ
お夫
）な
ど
の
作
詞
家
、

い
で
は
く
（
井い

で出
博ひ

ろ
ま
さ正
）
さ
ん
と
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
一
筋
で
音
楽
文
化
研
究
家
の
長お

さ
だ田

暁ぎ
ょ
う
じ二
さ
ん
に
よ
る
音
楽
文
化
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
☎
（
25
）
７
２
３
２

第
２
回
音
楽
文
化
講
座

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
６

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階
相
談
室

対　
応　
菊
池
市
身
体
障
が
い
者
相
談
員

問�

菊
池
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
事

務
局　
☎
（
24
）
５
７
３
２

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認
知

症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

と　
き　
２
月
18
日
㈫
午
後
２
時
～

と
こ
ろ

　
菊
池
市
中
央
公
民
館
２
階
小
研
修
室

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
６

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
内
の
神
楽
や
獅
子
舞
な
ど
の
無
形
民

俗
、
和
太
鼓
な
ど
の
伝
統
楽
器
を
学
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
の
宮
崎
県
西
米
良
村
か
ら
村

所
神
楽
の
子
ど
も
神
楽
を
招
き
披
露
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
１
日
㈯

第
２
回

菊
池
市
伝
統
文
化
こ
ど
も
大
会

　
今
年
も
奄
美
大
島
か
ら
た
く
さ
ん
特
産

品
が
や
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
１
日
㈯
～
28
日
㈮

と
こ
ろ　
菊
池
市
第
３
セ
ク
タ
ー
５
施
設

第
８
回
奄
美
物
産
フ
ェ
ア
ー

（
菊
池
観
光
物
産
館
、
七
城
温
泉
ド
ー
ム
、

道
の
駅 
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
、
道
の
駅 

旭
志
、
道
の
駅
「
泗
水
」
養
生
市
場
）

奄
美
大
島
泥
染
め
体
験

と　
き

　
２
月
８
日
㈯　
午
前
11
時
、
午
後
2
時
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時

　
　
　
９
日
㈰　
午
前
11
時
、
午
後
2
時

と
こ
ろ　
道
の
駅
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム

※�

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
両
日
は
大

島
紬
展
も
開
催
し
ま
す
。
本
場
の
大
島

紬
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
道
の
駅
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム

　
☎
（
25
）
５
７
５
７

イ
ベ
ン
ト

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
認
知
症
患
者
を
地
域
で
支

え
合
い
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
菊
池
市
を
目
指
す
た
め
に
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
認
知
症
は
身
近
な
こ
と
で
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
３
月
16
日
㈰　
午
後
1
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
七
城
公
民
館

内　

容　

高
知
県
「
菜
の
花
診
療
所
」

北き
た
む
ら村
ゆ
り
先
生
に
よ
る
講
演
会
、
菊
池
市

キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
劇
団
「
く
ら
た
け
」

に
よ
る
啓
発
劇
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
（
25
）
７
２
１
６

菊
池
市
認
知
症

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
文
化
資
源
を
生
か
し
た
次
世
代
型
の
菊

池
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
暮
ら
し
の
知
恵

を
結
集
し
、
地
域
の
人
々
の
結
び
つ
き
を

強
く
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
自
ら
考
案
し
た
竹
ペ
ン
で
書

画
な
ど
を
書
く
高た

か
き木
敬け

い
じ二
さ
ん
を
お
招
き

し
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。
申
し
込
み
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
22
日
㈯　
午
後
７
時
～

第
17
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

と
こ
ろ　
レ
ト
ロ
館（
旧
菊
の
城
酒
蔵
前
）

参
加
費　
無
料

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎
（
25
）
７
２
５
０

問
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院

　
藤
原
惠
洋
研
究
室

　
☎
０
９
２
（
５
５
３
）
４
５
２
９

　
未
就
学
児
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
制
作

な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
月
の
内
容

　
５
日
㈬　

�

バ
レ
ン
タ
イ
ン
用
プ
レ
ゼ
ン

ト
制
作

　
12
日
㈬　
雛
人
形
制
作

　
19
日
㈬　
子
育
て
座
談
会

　
26
日
㈬　
３
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

準
備
の
都
合
上
、
２
日
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
25
）
２
６
２
７

す
く
す
く
講
座

　
県
で
は
、
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の

住
宅
な
ど
の
耐
震
対
策
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
す
。

と　
き　
２
月
15
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
八
代
市
新
町
5
番
20
号

テ
ー
マ　
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
～
震

災
か
ら
学
ぶ
耐
震
対
策
～

申
込
方
法　
氏
名
、
電
話
番
号
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
名
を
記
載
し
電
子
メ
ー
ル
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

問
●申
県
庁
建
築
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
３
５

　
Ⓕ
０
９
６
（
３
８
４
）
９
８
２
０

　
Ⓜkenchiku@

pref.kum
am
oto.lg.jp

耐
震
対
策
講
演
会

　
午
後
１
時
開
場　
１
時
30
分
開
会

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

問
生
涯
学
習
課　
☎
（
25
）
７
２
３
２
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ところ　深川区公民館裏
　　　　１区画 50㎡　６区画有り（先着順）
賃　料　年間５千円（４月１日～翌年の３月 31 日）
その他
・水道有り（地下水、自由に使えます）。
・無料駐車場有り。
・素人には親切に指導します。
・農作業用具（管理機・鍬など）無償で貸し出します。
問●申深川フラワーズ　古

ふ る え

江久
ひ さ お

男
　☎ (25)0803

無農薬野菜を作ってみませんか？
菜園作りの希望者募集

　ボランティア活動で、ヨーガをしています。年齢など関
係なく、誰にでもできるヨーガです。ヨガマットも準備し
ていますので、お一人でも気軽にご参加ください！
と　き　２月 18 日㈫　（毎月第３火曜日）
　　　　午後２時～４時
ところ　菊池老人福祉センター
※�ヨーガは無料ですが施設使用料（入浴料）
　が必要です。
問田

た し ろ

代　☎ 090(2089)7214

ヨーガ・ボランティア「シャンティ♡ハート」

と　き　２月 23 日㈰
ところ　菊池市七城テニスコート
部　門（６部門）①中学生男子　②中学生女子　③一般男
子（中学３年生以上）　④一般女子・壮年（中学３年生以
上の女子または満 45 歳以上）　⑤ビギナー　⑥小学生
参加資格　市内在住または市内に通勤・通学の人。詳しく
はお問い合わせください。
申込期限　２月 12 日㈬
問●申菊池市ソフトテニス協会　出

で ぐ ち

口
　☎ (24)3782

第８回菊池市民ソフトテニス大会
参加者募集

　菊池市テニス協会では、初級者のテニス教室を行います。
これからテニスを始めたい人や健康的にテニスでリフレッ
シュしたい人など、どなたでも参加できます。会員になる
と参加料の割引などがあります。
と　き　３月３日㈪～４月 21 日㈪
　　　　毎週㈪　午後７時～　全８回
ところ　七城屋内スポーツセンター
参加料　１人３千円（高校生以下 1,500 円）
申込期限　２月 26 日㈬
問●申竹

た け も り

森公
き み の り

則　☎ 090(3017)2989

第２期ビギナーズテニス教室

太極拳はじめませんか

　心身のリラックスと健康維持のために、太極拳を始めま
せんか。初心者も大歓迎です。寒い冬こそ身体を動かし、
心も体もリフレッシュしましょう！
　事前の申し込みは必要ありません。参加希望者は、当日
運動のできる服装でお越しください。
と　き　毎月第１・３月曜日　午前 10 時～約１時間程度
ところ　孔子公園
参加料　無料
問孔子公園　☎ (38)6100

「子育てセミナー」のご案内

　家庭と心の問題で不安を抱える子育て中のご両親の皆さ
んに、子どもの個性を伸ばして真っすぐに育つように子育
てセミナーを開催します。
と　き　２月 11 日㈫㈷　午前 10 時～ 11 時 30 分
ところ　双羽幼稚園（七城町甲佐町 443-2）
テーマ　第１回　あなたの子育て大丈夫？
　　　　─決して自分を責めない子育て─
参加料　200 円（資料代）※託児あります。
後　援　菊池市教育委員会、熊本日日新聞社
問家庭倫理の会熊本城北　山

や ま し た

下　☎ 090(9480)8071

菊池で楽しく“こども英会話”

　新春半額キャンペーン実施中。今なら２月までお月謝が
２千円♪ （通常４千円）
ところ　旧菊池聖母幼稚園（菊池郵便局前）
月　謝　４千円（幼児から小学生まで）
　体験レッスンは無料！　日時、レッスン内容など、詳し
い内容はお気軽にお問い合わせください。
問 London I English 戸

と だ

田
　☎ 090(9724)3640
　Ⓜ info@londonienglish.co.uk

菊池農業高校
犬を飼いたい人へ

　菊池農業高校の畜産科学科では、授業の一環で犬のブ
リーディングや子犬の販売を生徒と一緒に行っています。 
　２月は、チワワ、トイ・プードル、コーギー、ボーダー・
コリーの分娩予定がありますので、これらの犬の購入を検
討中の人はぜひご相談ください。
　 菊 池 農 業 高 校 ホ ー ム ペ ー ジ（http://sakura1.higo.
ed.jp/sh/kikuno/）もご覧ください。
問菊池農業高校畜産科学科
　溝

み ぞ ぐ ち

口・千
ち は ら

原　☎ (38)2621　

市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

♬

※�

先
着
８
枠
で
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
編
集
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
長
公
室
ま
で
。
☎
（
25
）
７
２
５
２　
Ⓜkouhou@

city.kikuchi.lg.jp

古
ふるしょう

庄　唯
ゆ い と

翔くん
（３歳○菊　北原）
父： 穣二さん　母： 尚美さん

み
ん
な
い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡
♡
♡

H23年
２月２日
生まれ

田
た ぐ ち

口　煌
こうしん

心くん
（２歳○泗　井戸方）
父： 誠さん　母： 里香さん

あ
ー
ち
ゃ
ん
大
好
き

♥
皆
い
つ
も
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う

H24年
２月４日
生まれ

頼
よりもと

本　大
だ い ち

知くん
（１歳○菊　遊蛇口）
父： 和晶さん　母： 春奈さん

H25年
２月５日
生まれ

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、あ

や
ね
ぇ
大
好
き
だ
よ

♡
遊
ん
で
ね
♪

伊
い が

賀　心
こ こ み

美ちゃん
（１歳○菊　大琳寺）
父： 幸二さん　母： 美和さん

H25年
２月４日
生まれ

ひ
だ
ま
り
の
先
生
、

み
ん
な
、い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

水
みずかみ

上　灯
あ か り

莉ちゃん
（２歳○旭　楠原）
父： 信彦さん　母： 愛さん

H24年
２月４日
生まれ

あ
ゆ
む
兄
ち
ゃ
ん

大
好
き
！
い
っ
ぱ
い

お
し
ゃ
べ
り
す
る
ぞ
‼

深
ふかまち

町　美
み あ

葵ちゃん
（２歳○泗　富出分）
父： 翔平さん　母： 美沙都さん

歌
っ
て
踊
る
の
大
好

き
！
妹
思
い
の

お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

H24年
２月８日
生まれ

出
で ぐ ち

口　勇
ゆ う と

斗くん
（１歳○七　五海）
父： 武さん　母： さおりさん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

パ
パ
、マ
マ

大
好
き
♡

H25年
２月17日
生まれ 三

さんしょう
姓　楓

かえで
くん

（３歳○泗　福本一）
父： 進さん　母： 由美子さん

兄
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
よ
！
た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ね
～
♡

H23年
２月16日
生まれ

阪
さ か た

田　龍
り と

斗くん
（３歳○菊　高野瀬）
父： 達也さん　母： 伊津子さん

H23年
２月24日
生まれ

パ
パ
、マ
マ
、る
き

兄
ち
ゃ
ん
、み
ん
な

だ
ぁ
ぃ
す
き
♡

癒やされたいあなたの をお待ちしています。いいね！
https://www.facebook.com/kikuchicity

菊池市公式フェイスブックページ

菊池の「癒し」お届けします。
https://www.facebook.com/kikuchicity

２月23日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550
大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003
岸病院（外） 菊池市 （38）2750
きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 （24）8101
つつじ台歯科医院 大津町 096（294）0882
栄町薬局 菊池市 （23）0086
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 （38）7031

３月２日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151
ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・内） 合志市 096（348）6305
後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 （25）2906
木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 （24）2551
工藤歯科医院 菊池市 （25）4657

３月９日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 （25）2046
宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155
樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 （24）5500
クローバー歯科・こども歯科 大津町 096（294）6480

２月２日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561
髙木医院（内） 菊池市 （25）2532
勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000
むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390
わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

２月９日
㈰

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266
岩根胃腸科外科医院（胃・外・消） 菊池市 （25）4230
ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100
石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818

２月11日
㈫㈷

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227
しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050
菊池中央病院（内・外） 菊池市 （25）3141
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 （23）6111
きくちハート薬局 菊池市 （23）6100

２月16日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521
山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001
城間クリニック（整） 菊池市 （25）2506
岡山眼科医院（眼） 菊池市 （25）2209
三隅歯科医院 合志市 096（248）1101

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成26 年３月までに誕生日を迎える

３歳までの子どもの写真を募集しています！

申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　�写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広

報担当まで申し込んでください。写真はデータでも受け
付けます。写真のみ後日提出でも可能です。

久
ひさかわ

川　翔
しょうま

馬くん
（３歳○泗　三万田）
父： 裕太さん　母： 愛さん

H23年
２月６日
生まれ

キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

ジ
ャ
ー
大
好
き
♡

39 382014 February広報きくち2014 February広報きくち


